
朴
槿
恵
大
統
領
は
１５
日
、

ソ
ウ
ル
世
宗
文
化
会
館
で
開

か
れ
た
第
７１
周
年
光
復
節
記

念
式
典
の
演
説
で
、
「
半
世

紀
前
、
１
人
当
た
り
の
国
民

所
得
は
６７

の
最
貧
国
だ
っ

た
が
、
今
で
は
経
済
規
模
世

界
１１
位
、
輸
出
規
模
６
位
の

国
へ
と
発
展
し
た
。
今
年
ま

で
３
年
連
続
で
革
新
指
数
世

界
１
位
の
国
に
評
価
さ
れ
、

国
の
信
用
格
付
け
は
、
フ
ラ

ン
ス
、
英
国
な
ど
と
同
じ
最

高
レ
ベ
ル
に
ま
で
上
が
っ

た
」
と
わ
が
国
の
現
状
を
評

価
し
た
。
（
２
面
に
慶
祝
辞

要
旨
）

朴
大
統
領
は
「
真
の
光
復

は
８
０
０
０
万
人
民
族
す
べ

て
が
自
由
と
人
権
を
享
受

し
、
こ
れ
以
上
、
離
散
の
痛

み
と
苦
し
み
が
な
い
統
一
大

韓
民
国
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
が
私
た
ち
に
与
え

ら
れ
た
歴
史
的
な
課
題
だ
」

と
強
調
。北
韓
に
対
し
て「
韓

半
島
で
核
と
ミ
サ
イ
ル
、
戦

争
の
恐
怖
を
取
り
除
き
、
大

量
殺
傷
兵
器
開
発
と
対
南
挑

発
脅
威
の
即
刻
中
断
を
」
と

訴
え
た

写
真
。

同
時
に
「
北
当
局
の
幹
部

と
住
民
の
み
な
さ
ん
」
と
呼

び
か
け
た
。
「
北
韓
当
局
は

こ
れ
以
上
、
住
民
の
基
本
的

人
権
と
最
小
限
の
人
間
の
生

活
を
営
む
権
利
を
無
視
す
べ

き
で
は
な
い
」
と
し
、
「
北

韓
当
局
が
正
し
い
選
択
を
し

て
真
正
な
姿
勢
で
臨
む
な
ら

ば
、
い
つ
で
も
平
和
と
共
同

繁
栄
に
進
む
機
会
を
提
供
す

る
」
と
改
め
て
提
案
し
た
。

韓
日
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
歴
史
を
直
視
す
る
中
で
未

来
志
向
的
な
関
係
を
新
た
に

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
、
「
今
、

私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
漠

然
と
し
た
期
待
で
は
な
く
、

冷
静
な
現
実
認
識
に
基
づ
い

た
先
制
的
か
つ
創
造
的
思
考

だ
。
こ
れ
こ
そ
、
今
日
の
私

た
ち
に
要
求
さ
れ
る
時
代
精

神
」
と
強
調
し
た
。

第
７１
周
年
光
復
節
中
央
記
念
式
典
が
１５
日
、
民
団
東
京
本
部
の
主
管
で
開
催
さ
れ
、
団
員
ら
約
２
０
０
０
人
が
東
京
・
江
戸
川
区

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
。参
加
者
は
民
団
創
立
７０
年
の
歴
史
的
な
年
を
迎
え
、
組
織
整
備
や
次
世
代
育
成
、
同
胞
大
統
合
な

ど
の
課
題
に
挑
戦
し
、新
た
な
跳
躍
を
誓
い
な
が
ら
、
１

韓
半
島
の
非
核
化
と
平
和
統
一
促
進
に
尽
力
２

次
世
代
育
成
を
通
じ
た
組
織

活
性
化
と
民
族
主
体
性
確
立
に
全
力
３

差
別
の
な
い
平
等
社
会
実
現
に
率
先
４

安
定
し
た
韓
日
関
係
確
立
に
積
極
参
与
―
な
ど
の
決

議
文
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。全
国
各
地
で
開
か
れ
た
光
復
節
記
念
式
典
で
も
同
様
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。日
本
の
各
党
代
表
は
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根
絶
を
強
調
し
た
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

中央式典のフィナーレでスローガンを叫ぶ団員ら

中
央
式
典
は
金
秀
吉
東
京

本
部
団
長
の
「
民
団
は
祖
国

発
展
と
在
日
同
胞
の
人
権
拡

充
・
生
活
安
定
の
た
め
に
ま

い
進
し
て
き
た
。
光
復
節
を

期
し
て
激
変
す
る
内
外
情
勢

に
対
応
し
、
さ
ら
に
努
力
す

る
」
と
の
力
強
い
開
会
辞
で

始
ま
り
、
続
い
て
李
俊
揆
駐

日
大
使
が
朴
槿
恵
大
統
領
の

「
慶
祝
辞
」
を
代
読
し
た
。

中
央
本
部
の
呉
公
太
団
長

は
慶
祝
辞
で
、
「
今
年
創
団

７０
周
年
を
迎
え
、
今
日
ま
で

日
本
社
会
の
差
別
と
偏
見
と

闘
い
な
が
ら
、
権
益
擁
護
運

動
で
様
々
な
権
利
を
勝
ち
取

っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
の

苦
難
や
、
本
国
に
貢
献
し
て

き
た
歴
史
を
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
、
ソ
ウ
ル
市
庁
を
は

じ
め
本
国
１０
カ
所
の
自
治
体

で
記
念
写
真
展
を
開
催
し
て

い
る
。
本
国
の
教
科
書
に
在

日
同
胞
の
歴
史
を
掲
載
す
る

よ
う
政
府
に
働
き
か
け
る
運

動
も
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
」
と
述
べ
た
。

呉
団
長
は
「
２
年
ぶ
り
に

開
催
し
た
オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
を
成
功
裏
に
終
え
、
中

学
・
高
校
・
大
学
生
を
対
象

に
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

や
、
青
年
会
主
催
の
母
国
研

修
を
通
じ
て
、
同
世
代
の
連

帯
を
深
め
な
が
ら
、
母
国
と

の
一
体
感
を
図
る
準
備
に
も

余
念
が
な
い
。
１
世
が
つ
く

っ
た
民
団
の
物
心
両
面
の
財

産
を
次
世
代
に
ス
ム
ー
ズ
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
よ
り
成

熟
し
た
同
胞
社
会
を
継
承
さ

せ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
１０
月
開
催
の
７０
周

年
記
念
式
典
で
は
、
韓
日
の

は
ざ
ま
に
生
き
る
在
日
の
立

場
か
ら
、
「
在
日
同
胞
の
幸

福
追
求
の
み
な
ら
ず
、
韓
国

・
日
本
の
発
展
の
た
め
に
も

尽
力
す
る
こ
と
を
宣
言
す

る
」
と
強
調
し
た
。

懸
案
の
慰
安
婦
問
題
が
昨

年
末
の
韓
日
両
国
首
脳
の
英

断
に
よ
る
合
意
に
も
と
づ

き
、
少
し
ず
つ
関
係
改
善
の

兆
し
を
見
せ
て
き
た
こ
と
に

も
言
及
し
、
「
ま
だ
良
好
と

は
言
え
な
い
が
、
民
団
は
韓

日
合
意
が
誠
実
に
履
行
さ

れ
、
両
国
関
係
が『
盤
石
だ
』

と
言
わ
れ
る
よ
う
、
よ
り
一

層
懸
け
橋
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
」
と
立
場
を
鮮
明
に

し
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
し

て
は
「
対
策
法
」
が
成
立
し

て
も
、
今
も
ヘ
イ
ト
デ
モ
が

各
地
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

現
状
に
憂
慮
を
示
し
、
「
共

生
社
会
を
築
く
た
め
に
、
一

日
も
早
い
根
絶
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
」
と
改
め
て
決

意
を
述
べ
た
。

式
典
に
は
、
自
民
、
公
明
、

民
進
、
共
産
の
各
党
代
表
が

出
席
し
た
。
祝
辞
で
自
民
党

の
土
屋
品
子
広
報
戦
略
局
長

（
衆
議
院
議
員
）
は
「
昨
年

末
の
慰
安
婦
問
題
合
意
に
よ

り
、
関
係
が
前
向
き
に
な
っ

た
。
参
議
院
議
長
や
埼
玉
県

知
事
な
ど
を
歴
任
し
た
亡
父

の
土
屋
義
彦
が
、
韓
国
・
全

南
に
杉
の
種
５０
万
本
を
送

り
、
今
で
は
森
に
な
っ
た
。

私
も
生
涯
日
韓
友
好
関
係
に

努
め
た
父
に
習
い
、
檜
の
種

５０
万
本
を
寄
贈
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
地
道
な
交
流
を
続
け

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

公
明
党
の
魚
住
裕
一
郎
参

議
院
議
員
会
長
は
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
対
策
法
に
関
し
て

は
、
法
務
委
員
長
と
し
て
新

大
久
保
や
川
崎
を
視
察
し
な

が
ら
、
在
日
の
皆
さ
ん
の
熱

い
気
運
の
中
で
全
会
一
致
の

成
立
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
。
地
方
参
政
権
の
問
題
も

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
頑
張

る
」と
決
意
を
述
べ
た
。

民
進
党
の
白
真
勲
参
議
院

副
幹
事
長
は
「
リ
オ
五
輪
に

参
加
し
て
い
る
日
本
選
手
の

中
に
は
、
外
国
系
も
い
る
。

彼
ら
の
存
在
が
日
本
社
会
の

共
生
推
進
に
つ
な
が
る
。
東

京
五
輪
を
開
く
と
い
う
の

に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は

冗
談
じ
ゃ
な
い
。
在
日
出
身

の
唯
一
の
議
員
と
し
て
差
別

的
言
動
を
な
く
す
努
力
を
す

る
。
地
方
参
政
権
獲
得
も
あ

き
ら
め
な
い
」と
鼓
舞
し
た
。

共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局

長
（
参
議
院
議
員
）
は
「
日

本
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た

記
念
日
、
侵
略
さ
れ
た
人
々

に
二
度
と
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
決

意
す
る
。
人
間
の
尊
厳
を
傷

つ
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

規
制
す
る
対
策
法
の
成
立

は
、
画
期
的
な
成
果
だ
。
ヘ

イ
ト
中
止
に
追
い
込
み
、
共

生
社
会
に
邁
進
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

韓
半
島
の
非
核
化
と
平
和

統
一
に
尽
力
す
る
、
創
団
７０

周
年
を
迎
え
新
た
な
跳
躍
を

期
す
な
ど
５
項
目
の
決
議
文

が
採
択
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
を
青

年
会
員
が
会
場
と
一
体
に
な

っ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し

た
。
締
め
く
く
り
は
東
京
本

部
の
夫
昇
培
常
任
顧
問
の
音

頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
と
と
も

に
全
員
が
太
極
旗
を
打
ち
振

っ
た
。

お家芸 で底力
韓国金９で８位
韓国はリオ五輪で金９、銀

３、銅９個の総合８位。目標
の金１０個には１つ及ばなかっ
たが、２００４年のアテネ大会か
ら４大会連続でベスト１０入り
を達成した。 （３面）

夏休み遊び尽くすオリニ
各地でオリニキャンプが続いている。初めて

会ってもオリニどうし、すぐに打ちとけ、水遊
びや民俗ノリ、Ｋ―ＰＯＰダンスのほか、韓国
語の勉強にも集中した。 （５面）

亡
命
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

北
韓
の
テ
・
ヨ
ン
ホ
駐
英
公

使
（
５５
、
副
大
使
級
）
が
妻

・
子
ど
も
と
と
も
に
韓
国
に

入
国
、
韓
国
政
府
の
保
護
下

に
あ
る
こ
と
が
１７
日
、
統
一

部
の
鄭
俊
煕
報
道
官
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
入
国

し
た
日
時
や
正
確
な
家
族
構

成
は
、
身
辺
保
護
を
考
慮
し

て
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。

テ
公
使
は
脱
北
外
交
官
の

中
で
も
、
北
韓
の
対
中
東
ミ

サ
イ
ル
輸
出
関
連
情
報
を
携

え
て
１
９
９
７
年
に
米
国
に

亡
命
し
た
駐
エ
ジ
プ
ト
大
使

以
来
の
高
位
級
だ
。
妻
の
呉

ヘ
ソ
ン
氏
（
５０
）
も
、
金
日

成
の
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
仲
間

で
労
働
党
軍
事
部
長
を
務
め

た
呉
白
龍
の
息
子
、
呉
ク
ム

チ
ョ
ル
軍
副
総
参
謀
長
の
一

家
と
さ
れ
る
。

北
韓
で
最
高
位
の
成
分
で

あ
る
「
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン
」

一
族
の
韓
国
亡
命
は
初
め
て

と
い
う
。

鄭
報
道
官
は
テ
公
使
の
亡

命
理
由
に
つ
い
て
「
金
正
恩

体
制
に
対
す
る
嫌
気
と
韓
国

に
対
す
る
憧
れ
、
子
ど
も
の

将
来
な
ど
複
合
的
な
要
因
が

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
」
と

伝
え
た
。

金
正
恩
体
制
下
で
減
少
し

て
い
た
脱
北
者
の
韓
国
入
り

は
、
今
年
に
な
っ
て
増
加
に

転
じ
て
お
り
、
子
ど
も
の
将

来
を
考
え
る
エ
リ
ー
ト
層
の

「
移
民
型
脱
北
」が
目
立
つ
。

昨
１
年
間
で
１０
人
前
後
だ
っ

た
外
交
官
の
そ
れ
は
、
今
年

上
半
期
だ
け
で
１０
人
に
迫
る

と
さ
れ
る
。

民団と在日同胞の歴史を写真で紹介した光復節中央
式典会場のギャラリー（江戸川区総合文化センター）

朴
槿
恵
大
統
領
は
韓
米
合

同
軍
事
演
習
「
乙
支
フ
リ
ー

ダ
ム
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」
（
Ｕ

Ｆ
Ｇ
）
が
韓
半
島
で
始
ま
っ

た
２２
日
、
青
瓦
台
で
国
家
安

全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
を

開
き
、
「
最
近
は
北
韓
の
要

人
の
脱
北
や
亡
命
が
相
次
ぐ

な
ど
深
刻
な
亀
裂
の
兆
し
が

見
え
る
。
体
制
動
揺
の
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。

続
け
て
「
北
の
政
権
は
内

部
の
動
揺
を
鎮
め
、
さ
ら
な

る
脱
北
を
防
ご
う
と
、
韓
国

社
会
の
混
乱
を
助
長
す
る
た

め
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
を
含
め
わ

が
国
を
狙
っ
た
テ
ロ
と
多
様

な
形
の
挑
発
を
仕
掛
け
る
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。

◇

Ｕ
Ｆ
Ｇ
に
対
し
、
北
韓
が

核
先
制
攻
撃
を
加
え
る
と
威

嚇
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
統

一
部
の
鄭
俊

報
道
官
は
２２

日
の
定
例
記
者
会
見
で
、「
北

が
わ
れ
わ
れ
の
定
例
の
防
衛

訓
練
を
『
北
侵
騒
動
』
だ
と

歪
曲
し
非
難
し
て
い
る
こ
と

に
強
い
遺
憾
の
意
を
表
明
す

る
」
と
述
べ
、
「
北
が
こ
う

し
た
挑
発
的
な
姿
勢
か
ら
脱

却
し
て
核
開
発
と
ミ
サ
イ
ル

開
発
を
中
断
し
、
威
嚇
を
や

め
る
こ
と
で
正
し
い
道
を
歩

む
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
強

調
し
た
。

北
韓
の
朝
鮮
人
民
軍
総
参

謀
部
は
同
日
、
報
道
官
声
明

で
「
わ
れ
わ
れ
の
自
主
権
が

行
使
さ
れ
る
領
土
と
領
海
、

領
空
へ
わ
ず
か
で
も
侵
略
の

兆
候
が
見
え
る
場
合
、
容
赦

な
く
わ
が
式
の
核
先
制
打
撃

を
浴
び
せ
、
挑
発
の
牙
城
を

灰
の
山
に
す
る
」
と
威
嚇
し

て
い
た
。

中
国
・
杭
州
Ｇ
２０

首
脳
会
合
に
参
加

朴
大
統
領

青
瓦
台
は
１８
日
、
朴
槿
恵

大
統
領
が
９
月
４
、
５
日
に

中
国
杭
州
で
開
催
さ
れ
る
第

１１
回
２０
カ
国
・
地
域（
Ｇ
２０
）

首
脳
会
合
に
参
加
す
る
と
明

ら
か
に
し
た
。
９
月
２
～
３

日
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
の

東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
出

席
お
よ
び
ロ
シ
ア
実
務
訪
問

に
続
き
、
同
首
脳
会
合
出
席

を
終
え
、
７
～
８
日
に
は
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
で
開
催
さ
れ
る

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
関
連
の
首
脳
会

議
に
合
わ
せ
て
ラ
オ
ス
を
公

式
訪
問
す
る
。

朴
大
統
領
は
Ｇ
２０
首
脳
会

合
で
各
国
首
脳
と「
革
新
、活

力
、連
係
、包
容
的
な
世
界
経

済
の
建
設
」
の
た
め
の
政
策

共
助
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

「
同
胞
大
統
合
」
果
敢
に

決
議

共
生
社
会
実
現
に
も
率
先

日
本
各
党

代
表
祝
辞

「
ヘ
イ
ト
根
絶
」へ
尽
力

「
北
韓
に
亀
裂
の
兆
し
」

朴
大
統
領

テ
ロ
・
挑
発
に
警
戒
促
す

歴
史
直
視
、未
来
志
向
で

朴

大

統

領

光
復
節
演
説

韓
日
関
係
の
新
構
築
強
調

北韓駐英公使が亡命
夫人・子どもと韓国入り

「創団70年」新たな跳躍へ
光復７１年
民団式典

（毎週水曜日発行）週 刊２０１６年８月２４日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２８４７号（１）

次
号
は
９
月
７
日
付

今号の読みどころ



◆平昌五輪ボランティア申し込み殺到

２０１８年開催予定の平昌冬季五輪・

パラリンピックのボランティア志願

者が増加している。ボランティアは

大会組織委と江原道の２つに分けて

募集しており、組織委のボランティ

アには定員２万２４００人を上回る４万

３０００人の応募が来ている。審査を経

て採用された場合、１年以上の研修

を受け、競技場や選手村で活動す

る。

◆神秘の鳥、全南の無人島で発見

全羅南道の無人島で、「神秘の鳥」

と呼ばれてい

る角アジサジ

が生息してい

ることが分か

った＝写真。

この鳥はこれ

まで中国や台湾、フィリピンで数羽

が捕獲されただけで、生態について

は不明な点が多かった。４月に発見

されて以降研究が行われ、産卵に成

功したことも目撃されている。これ

により韓国は、角アジサジの世界４

番目の繁殖地として認められること

になった。

◆ＢＩＧＢＡＮＧ効果明洞で爆発

Ｋ―ＰＯＰグループのＢＩＧＢＡ

ＮＧが２０日、ソウルワールドカップ

競技場で開いたデ

ビュー１０周年記念

コンサートを目当

てに、多くの海外

ファンが訪れた。

その結果、明洞内

の免税店やアパレ

ルショップの売り上げが急激に伸び

た。メンバーがプロデュースする香

水（写真）の販売店には長蛇の列が

できた。

◆済州島への観光客１０００万人突破

今年に入って済州島を訪れた観光

客が８月１８日の時点で１０００万人を突

破した。これは過去最速での達成と

なる。韓国人旅行客は前年同期比よ

り１５．３％増え、外国人観光客は４９．１

％増となった。

◆「ギャラクシー７」の販売始まる

韓国で１９日、サ

ムスン電子のスマ

ートフォン新製品

「ギャラクシーノ

ート７」の販売が

始まった＝写真。

今月６日から１８日

まで実施された予

約では４０万台を超える注文があり、

初日から品薄となった。ブルーの機

体は人気が高く、入手困難となって

いる。

◆都心のホテルは猛暑のオアシス？

猛暑が続く韓国では、涼しさを求

めて都心のホテルに訪れる人が増え

ている。ホテル業界も昼間の熱い時

間帯をホテルで休みたいという避暑

客をターゲットにした商品を売り出

している。

◆アジアで最もホットな女性ＤＪ

アジアで最もホットな女性ＤＪと

言われる韓国出身のＤ

Ｊ Ｓｏｄａ（ソーダ）

写真。日本や中国な

どでツアーを行ってお

り、韓流の新たな領域

を開拓していると評価

される。共有アプリ「イ

ンスタグラム」のフォ

ロワー数は１２０万人を数え、動画共

有サイト「ユーチューブ」の再生回

数は２８００万回を上回っている。目標

は「アジアのカラーを全世界に広げ

る代表ＤＪになること」

尊
敬
す
る
国
民
の
皆
さ

ん
。７

０
０
万
在
外
同
胞
と
北

韓
同
胞
の
皆
さ
ん
。
こ
の
場

を
と
も
に
さ
れ
た
内
外
貴
賓

の
皆
様
。

本
日
は
第
７１
周
年
光
復
節

で
あ
り
、
建
国
６８
周
年
を
迎

え
る
歴
史
的
な
日
で
す
。
祖

国
独
立
の
た
め
に
身
を
捧
げ

た
殉
国
烈
士
と
建
国
の
た
め

に
献
身
し
た
愛
国
志
士
に
深

い
敬
意
を
表
し
ま
す
。
独
立

有
功
者
と
遺
族
の
皆
様
に
も

尊
敬
と
感
謝
の
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

国
民
の
皆
さ
ん
！

こ
の
よ
う
に
光
復
を
取
り

戻
し
、
大
韓
民
国
を
建
国
し

た
先
覚
者
た
ち
は
、
自
由
民

主
主
義
の
憲
法
秩
序
に
基
づ

い
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
機

会
の
均
等
を
保
障
し
、
競
争

と
創
意
を
促
す
国
の
基
礎
を

構
築
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は

今
、
そ
の
魂
と
精
神
を
受
け

継
い
で
子
々
孫
々
が
自
由
と

幸
福
を
享
受
で
き
る
世
界
に

も
誇
ら
し
い
大
韓
民
国
を
つ

く
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
諸
国
を
訪
問
す
る
た

び
に
、
我
が
国
民
が
成
し
遂

げ
た
今
日
の
大
韓
民
国
に
無

限
の
自
負
心
を
感
じ
ま
し

た
。
自
動
車
、
鉄
鋼
、
船
舶

な
ど
の
伝
統
産
業
を
は
じ

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

最
先
端
の
製
品
に
至
る
ま

で
、
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
コ
リ

ア
は
最
も
優
れ
、
信
頼
性
の

高
い
製
品
と
し
て
世
界
の

人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。開

発
途
上
国
の

発
展
モ
デ
ル
に

韓
流
に
代
表
さ
れ
る
私
た

ち
の
文
化
は
、
世
界
の
人
々

が
熱
狂
す
る
新
し
い
文
化
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世
界

的
な
文
化
の
中
心
地
パ
リ
で

は
、
雨
の
中
で
も
韓
国
の
Ｋ

―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
文
化
に
触
れ
合

う
た
め
、
欧
州
各
国
の
若
者

た
ち
の
行
列
が
延
々
と
続
き

ま
し
た
。
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ

カ
、
南
米
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
地
域
の
発
展
途
上
国

は
我
が
大
韓
民
国
を
発
展
モ

デ
ル
と
し
て
学
ぶ
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
。

１
世
紀
前
、
私
た
ち
は
ハ

ー
グ
の
第
２
回
万
国
平
和
会

議
で
密
書
を
抱
え
て
奔
走
し

て
も
、
訴
え
を
聞
き
入
れ
て

く
れ
る
国
を
見
つ
け
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
弱
小
国
で

し
た
が
、
今
は
、
Ｇ
２０
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
の
秩
序
づ
く
り
に
直

接
参
加
し
、
国
際
舞
台
で
主

導
的
な
役
割
を
し
て
い
ま

す
。半

世
紀
前
、
１
人
当
た
り

の
国
民
所
得
が
６７
ド
ル
の
最

貧
国
で
し
た
が
、
今
で
は
経

済
規
模
世
界
１１
位
、
輸
出
規

模
６
位
の
国
へ
と
発
展
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
奇
跡
を
遂

げ
た
私
た
ち
の
先
祖
は
、
貧

困
の
中
で
も
す
べ
て
を
捧
げ

て
子
ど
も
た
ち
を
教
育
さ

せ
、
両
親
は
遠
い
異
国
の
真

っ
暗
な
炭
鉱
で
、
密
林
地
帯

の
戦
場
で
、
そ
し
て
熱
い
砂

漠
の
真
ん
中
で
血
の
汗
を
流

し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
私
た
ち
が
歩

ん
で
き
た
道
と
、
私
た
ち
が

未
来
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い

る
こ
の
道
は
世
界
が
続
き
、

学
ぼ
う
と
す
る
道
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
ま
さ
に
大

韓
民
国
の
底
力
で
あ
り
、
誇

り
高
き
今
の
姿
な
の
で
す
。

し
か
し
、
い
つ
か
ら
か
、

私
た
ち
の
内
部
で
は
、
大
韓

民
国
を
否
定
す
る
誤
っ
た
風

潮
や
、
私
た
ち
の
偉
大
な
現

代
史
を
否
定
し
、
世
界
が
羨

む
韓
国
を
卑
下
す
る
新
造
語

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

法
を
軽
視
す
る
風
潮
や
相

手
を
省
み
な
い
文
化
が
蔓
延

し
て
社
会
的
コ
ス
ト
が
増
加

し
、
対
外
競
争
力
ま
で
失
墜

し
て
い
ま
す
。
他
人
へ
の
配

慮
と
譲
歩
、
信
頼
を
も
と
に

す
る
よ
り
も
、
不
信
と
非
妥

協
、
人
身
攻
撃
な
ど
に
よ
る

社
会
混
乱
も
増
大
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

国
民
の
皆
さ
ん
。

自
己
卑
下
と
悲
観
、
不
信

と
憎
悪
は
決
し
て
変
化
と
発

展
の
動
力
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
私
た
ち

自
身
を
縛
り
つ
け
、
私
た
ち

の
社
会
を
崩
壊
さ
せ
て
し
ま

う
だ
け
で
す
。
今
、
再
び
大

韓
民
国
発
展
の
原
動
力
だ
っ

た
挑
戦
と
進
取
、
肯
定
の
精

神
を
甦
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
こ
と
は
心
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
資
本
も
資
源

も
技
術
も
な
か
っ
た
時
代

に
、
素
手
で
立
ち
上
が
っ
た

私
た
ち
が
、
世
界
最
高
の
技

術
力
と
豊
富
な
資
本
ま
で
持

つ
今
、
で
き
な
い
も
の
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。「
で
き
る
」

と
い
う
勇
気
と
自
信
を
持

ち
、
内
部
分
裂
と
反
目
か
ら

抜
け
出
し
、
思
い
や
り
と
包

容
で
成
熟
し
た
市
民
意
識
を

育
み
、
誰
も
が
一
歩
引
き
、

「
困
難
な
時
こ
そ
豆
の
半
分

を
分
け
あ
う
」
共
同
体
文
化

を
つ
く
っ
て
い
け
ば
、
一
段

階
高
い
跳
躍
を
成
し
遂
げ
ら

れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

私
は
真
の
光
復
は
８
０
０

０
万
民
族
す
べ
て
が
自
由
と

人
権
を
享
受
し
、こ
れ
以
上
、

離
散
の
痛
み
と
苦
し
み
が
な

い
統
一
大
韓
民
国
を
つ
く
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
私
た

ち
に
与
え
ら
れ
た
歴
史
的
な

課
題
だ
と
信
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も

ま
ず
、
韓
半
島
で
核
と
ミ
サ

イ
ル
、
戦
争
の
恐
怖
を
取
り

除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
地
の
平
和
は
も
ち

ろ
ん
、
民
族
の
将
来
の
た
め

に
も
北
韓
の
核
兵
器
開
発
は

決
し
て
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

政
府
は
北
韓
の
核
と
ミ
サ

イ
ル
か
ら
国
家
と
国
民
の
安

全
を
守
る
た
め
、
国
際
社
会

と
の
協
力
を
さ
ら
に
強
化

し
、
必
要
か
つ
可
能
な
す
べ

て
の
措
置
を
執
り
ま
す
。
高

高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
（
Ｔ
Ｈ

Ａ
Ａ
Ｄ
）
配
置
も
北
韓
の
無

謀
な
挑
発
か
ら
わ
が
国
民
の

生
命
を
守
る
た
め
の
自
衛
権

的
措
置
で
す
。
私
は
国
民
の

生
命
が
か
か
っ
て
い
る
問
題

は
、
決
し
て
政
争
の
対
象
に

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
第
７１
周
年
光
復
節

を
迎
え
、
北
韓
当
局
に
促
し

ま
す
。
核
兵
器
を
は
じ
め
と

す
る
大
量
破
壊
兵
器
開
発
と

対
南
挑
発
の
威
嚇
を
即
刻
中

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。私

た
ち
は
北
韓
当
局
の
誤

っ
た
選
択
で
苦
痛
の
中
に
あ

る
北
韓
住
民
の
惨
状
を
無
視

す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
今
か
ら
で
も
人
類
の
普

遍
価
値
を
尊
重
し
、
国
際
的

な
義
務
と
規
範
を
遵
守
す
る

正
常
な
国
際
社
会
の
一
員
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
私

た
ち
の
社
会
の
混
乱
と
葛
藤

を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
時

代
錯
誤
的
な
統
一
戦
線
次
元

の
試
み
も
や
め
る
べ
き
で

す
。
北
韓
当
局
が
正
し
い
選

択
を
し
て
真
正
性
あ
る
姿
勢

で
臨
む
な
ら
ば
、
私
た
ち
は

い
つ
で
も
平
和
と
共
同
繁
栄

に
進
む
機
会
を
提
供
し
ま

す
。北

韓
当
局
の
幹
部
と
す
べ

て
の
北
韓
住
民
の
皆
さ
ん
！

統
一
は
皆
さ
ん
す
べ
て
が

い
か
な
る
差
別
や
不
利
益
な

く
、
同
等
に
扱
わ
れ
、
各
自

の
能
力
を
思
う
存
分
に
発
揮

し
、
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
新
し
い
機
会
を
提

供
し
ま
す
。
核
と
戦
争
の
恐

怖
が
消
え
、
人
間
の
尊
厳
が

尊
重
さ
れ
る
新
し
い
韓
半
島

統
一
時
代
を
拓
く
た
め
に
参

加
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
い

ま
す
。

悲
観
的
思
考
の

取
り
除
き
緊
要

今
の
国
際
情
勢
、
特
に
東

北
ア
ジ
ア
の
安
保
情
勢
の
変

化
は
、
私
た
ち
に
厳
密
な
対

応
姿
勢
が
要
求
さ
れ
て
い
ま

す
。
過
去
の
ど
の
時
よ
り
も

私
た
ち
の
戦
略
的
思
考
と
国

家
的
力
量
結
集
が
切
実
で

す
。
私
た
ち
の
運
命
が
強
大

国
の
力
学
関
係
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
と
い
う
被
害
意
識

と
悲
観
的
思
考
を
振
り
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
韓
半
島
と
東
北

ア
ジ
ア
の
平
和
繁
栄
の
主
役

と
い
う
責
任
感
を
持
ち
、
周

辺
国
と
の
関
係
を
能
動
的
か

つ
互
恵
的
に
導
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
韓
日

関
係
も
歴
史
を
直
視
す
る
中

で
未
来
志
向
的
な
関
係
を
新

た
に
つ
く
り
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
、
私
た
ち
に
必
要
な
の

は
、
漠
然
と
し
た
期
待
で
は

な
く
、
冷
静
な
現
実
認
識
に

基
づ
い
た
先
制
的
か
つ
創
造

的
思
考
で
す
。こ
れ
こ
そ
、今

日
の
私
た
ち
に
要
求
さ
れ
る

時
代
精
神
で
あ
り
、
７１
周
年

を
迎
え
る
光
復
の
精
神
を
甦

ら
せ
る
道
だ
と
信
じ
ま
す
。

ソウル市松坡区「平和の門」前から
出発する光復節記念太極旗パレード

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
不
振

が
続
く
今
、
私
た
ち
の
経
済

は
企
業
の
構
造
改
革
と
い
う

も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
困
難
な
状
況
で
あ

っ
て
も
私
た
ち
皆
が
心
を
一

つ
に
変
化
と
改
革
を
通
じ

て
、
危
機
を
発
展
の
機
会
に

変
え
る
努
力
を
し
て
い
け

ば
、
第
２
の
跳
躍
を
成
し
遂

げ
ら
れ
る
と
私
は
確
信
し
て

い
ま
す
。

４
次
産
業
革
命
が
到
来
し

て
い
る
今
、
企
業
が
新
産
業

へ
の
進
出
を
恐
れ
て
い
れ

ば
、
経
済
の
躍
動
的
な
発
展

は
は
る
か
遠
い
も
の
に
な
る

で
し
ょ
う
。
政
府
は
産
業
構

造
の
新
し
い
場
づ
く
り
へ
積

極
的
な
企
業
の
構
造
調
整
、

Ｒ
＆
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的

革
新
と
「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
レ
ベ
ル
の
果
敢
な

規
制
改
革
を
通
じ
、
企
業
が

自
信
を
持
っ
て
新
産
業
の
創

出
に
乗
り
出
せ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

３
次
産
業
革
命
の
時
期
ま

で
、
私
た
ち
の
経
済
は
他
の

国
へ
の
追
撃
者
で
し
た
。
し

か
し
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
４
次
産
業
革
命
で
は
、
私

た
ち
は
追
随
者
で
は
な
く
先

導
者
に
な
る
べ
き
で
あ
り
、

私
た
ち
が
努
力
す
れ
ば
明
ら

か
に
そ
う
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

創
業
を
活
性
化
し
て
敗
者

復
活
戦
が
可
能
な
環
境
を
構

築
し
、
青
年
た
ち
が
得
意
と

す
る
分
野
を
見
つ
け
、
わ
が

国
は
も
ち
ろ
ん
グ
ロ
ー
バ
ル

舞
台
ま
で
勇
気
を
持
っ
て
挑

戦
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
教
育
が
真
の
「
機

会
の
は
し
ご
」
に
な
る
よ
う

に
、
夢
と
才
能
を
育
て
て
く

れ
る
現
場
中
心
の
教
育
改
革

を
継
続
的
に
推
進
し
、
ス
ペ

ッ
ク
で
は
な
く
、
個
々
人
の

力
量
が
評
価
さ
れ
る
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
す
。
幼
い
頃

か
ら
価
値
観
と
正
し
い
歴
史

意
識
を
持
っ
て
、
各
自
の
才

能
を
見
つ
け
、
国
家
発
展
の

原
動
力
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。し

か
し
、
先
進
国
家
へ
の

夢
は
政
府
の
努
力
だ
け
で
は

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
国
民
と
政
界
、
労
働

者
と
企
業
人
す
べ
て
の
心
が

一
つ
に
な
り
、
国
の
経
済
を

活
動
的
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

企
業
の
皆
さ
ん
。

政
府
を
信
じ
、
自
信
を
持

ち
果
敢
な
新
産
業
へ
の
投
資

と
雇
用
創
出
に
先
頭
に
立
っ

て
下
さ
い
。

国
民
の
皆
さ
ん
。

私
た
ち
の
底
力
を
信
じ

て
、
や
り
遂
げ
ら
れ
る
と
の

信
念
を
持
ち
、
よ
り
進
取
的

で
積
極
的
に
未
来
を
開
拓
し

て
く
だ
さ
い
。
放
棄
と
挫
折

を
知
ら
な
か
っ
た
不
屈
の
精

神
を
呼
び
起
こ
し
、
も
う
一

度
大
韓
民
国
の
成
功
神
話
を

成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う
。

先
送
り
で
き
ぬ

国
家
生
存
課
題

労
働
改
革
は
国
家
競
争
力

を
左
右
す
る
核
心
要
素
で

す
。
私
た
ち
の
未
来
世
代
の

た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
経
済
の
雇
用
絶
壁
を
防

ぐ
た
め
に
、
一
時
も
先
送
り

で
き
な
い
国
家
生
存
の
課
題

で
す
。

私
た
ち
に
残
さ
れ
た
時
間

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
青

年
た
ち
と
非
正
規
職
勤
労
者

の
た
め
に
、
私
た
ち
国
民
す

べ
て
が
自
分
の
既
得
権
を
少

し
ず
つ
譲
歩
し
、
労
働
改
革

の
扉
を
開
く
た
め
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
絶
望
の
中
で
も

希
望
を
失
わ
ず
、
苦
し
い
生

活
の
中
で
も
、
未
来
を
信
じ

て
、
世
界
が
語
る
「
漢
江
の

奇
跡
」を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
現
在
の
挑
戦
と
危

機
に
も
必
ず
打
ち
勝
ち
、
新

し
い
跳
躍
と
平
和
統
一
の
時

代
に
力
強
く
進
み
ま
す
。

孫
基
禎
選
手
は
日
の
丸
を

胸
に
つ
け
て
、
涙
の
月
桂
樹

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
リ
オ
で
は
、
太
極
旗
を

胸
に
抱
い
た
大
韓
民
国
国
家

代
表
選
手
た
ち
が
、
連
日
勝

利
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
て
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
若
い

選
手
た
ち
は
、
誰
も
が
あ
き

ら
め
る
よ
う
な
瞬
間
で
も
自

分
を
信
じ
て
諦
め
ず
、
世
界

が
感
動
す
る
奇
跡
の
勝
利
を

生
み
だ
し
ま
し
た
。

彼
ら
が
つ
く
り
出
す
逆
転

の
ド
ラ
マ
こ
そ
、
「
不
可
能

は
な
い
」
と
い
う
私
た
ち
民

族
の
不
屈
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
生
き

生
き
と
見
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
「
で
き
る
」
と
の
自
信

感
を
胸
に
、
小
さ
な
こ
と
か

ら
一
つ
ひ
と
つ
実
践
し
な
が

ら
、
私
た
ち
す
べ
て
が
一
緒

に
歩
い
て
い
け
ば
、
今
、
私

た
ち
の
一
歩
一
歩
が
遠
い
将

来
、
ま
た
再
び
の
偉
大
な
旅

程
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

私
た
ち
す
べ
て
が
偉
大
な

「
大
韓
国
人
」
で
あ
る
こ
と

を
胸
に
深
く
刻
み
、
力
を
合

わ
せ
て
希
望
に
満
ち
た
未
来

へ
と
も

に

進

み

ま

し

ょ

う
！

ＳＢＪ銀行調べ
（８月２３日現在）

１万円

１１５，０４８
ウォン

１０８，３４９
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１１３，３７９
ウォン

１１０，０２５
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

挑戦と進取、肯定の精神甦らせよう
朴
槿
恵
大
統
領
第
７１
周
年
光
復
節
慶
祝
辞

大
韓
民
国
の
底
力

真
の
光
復
実
現
へ

第
４
次
産
業
革
命

不
可
能
は
な
い

国
際
舞
台
で
主
導
的
役
割

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
中
止
を

追
随
者
で
な
く
先
導
者
に

力
合
わ
せ
て
と
も
に
進
も
う

（２）２０１６年８月２４日（水曜日）民 団 新 聞

（要旨）

（第３種郵便物認可）第２８４７号



３
連
覇
し
た
秦
鍾
午
選

手
。
２
位
は
ベ
ト
ナ
ム
、

３
位
は
北
韓
の
選
手

劇
的
な
大
逆
転
で
奇

跡
の
金
メ
ダ
ル
を
手

に
し
た
朴
相
永

勝
っ
て
雄
た
け
び
を

あ
げ
る
車
東
旻
選
手

準
決
勝
で
日
本
の
高
橋
、
松
友
組
に
敗

れ
た
も
の
の
３
位
決
定
戦
で
中
国
組
に

圧
勝
し
た
鄭
景
銀（
左
）と
申
昇

組

２２
日
（
日
本
時
間
）
に
幕

を
閉
じ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
で
、
韓
国
選
手
団
は

金
９
、
銀
３
、
銅
９
の
計
２１

個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
国

・
地
域
別
総
合
で
８
位
と
な

っ
た
。
目
標
の
「
金
１０
個
以

上
」
に
は
一
歩
届
か
な
か
っ

た
が
、
２
０
０
４
年
の
ア
テ

ネ
か
ら
４
大
会
連
続
で
メ
ダ

ル
獲
得
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ

１０
入
り
を
果
た
し
た
。

序
盤
、
世
界
ラ
ン
ク
１
位

３
人
を
含
む
歴
代
最
強
メ
ン

バ
ー
と
言
わ
れ
、
金
メ
ダ
ル

量
産
が
期
待
さ
れ
て
い
た
柔

道
が
次
々
と
脱
落
す
る
も
、

お
家
芸
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
が

男
女
団
体
と
個
人
の
４
個
の

金
メ
ダ
ル
を
独
占
し
た
ほ

か
、
秦
鍾
午
が
射
撃
男
子
５０

ピ
ス
ト
ル
で
前
人
未
踏
の

３
連
覇
を
達
成
し
た
。

ま
た
、
伏
兵
と
も
い
え
る

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子
エ
ペ
の

朴
相
永
（
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

２１
位
）
が
決
勝
で
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
３
位
の
ゲ
ー
ザ
・
イ

ム
レ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
に
奇

跡
的
な
大
逆
転
勝
利
劇
を
見

せ
金
メ
ダ
ル
を
追
加
し
た
。

後
半
に
入
っ
て
か
ら
は
テ

コ
ン
ド
の
男
女
５
人
全
員
が

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
国
技
の

意
地
を
見
せ
た
。
女
子
は
呉

ヘ
リ
（
６７

級
）
と
金
ソ
ヒ

（
４９

級
）
が
そ
ろ
っ
て
金

メ
ダ
ル
、
男
子
は
全
員
銅
メ

ダ
ル
だ
っ
た
。

１
９
０
０
年
パ
リ
五
輪
以

来
１
１
６
年
ぶ
り
に
復
活
し

た
五
輪
女
子
ゴ
ル
フ
で
は

「
銀
河
系
軍
団
」
の
異
名
を

持
つ
韓
国
女
子
４
人
の
中

で
、
ケ
ガ
で
出
場
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
た
朴
仁
妃
が
底
力
を

見
せ
た
。
朴
は
五
輪
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス（
６
２
４
５
ヤ
ー
ド
、

パ
ー
７１
）
で
通
算
１６
ア
ン
ダ

ー
の
２
６
８
で
優
勝
し
た
。

２
位
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

同
胞
、
リ
デ
ィ
ア
・
コ
に
５

打
差
を
つ
け
る
圧
勝
の
金
メ

ダ
ル
だ
っ
た
。

メ
ジ
ャ
ー
７
勝
を
誇
る
朴

だ
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金

メ
ダ
ル
は
「
今
ま
で
や
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
し
、
一
番

大
事
。
と
て
も
、
と
て
も
特

別
で
、
何
物
に
も
代
え
ら
れ

な
い
」と
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

昨
年
、
ア
ジ
ア
人
選
手
と

し
て
初
め
て
女
子
ゴ
ル
フ
の

メ
ジ
ャ
ー
４
大
会
を
制
し

「
生
涯
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
」

を
達
成
。
五
輪
優
勝
を
加
え

た
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ム
」

も
達
成
す
る
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
。

メ
ダ
ル
こ
そ
一
歩
届
か
な

か
っ
た
が
４
位
と
健
闘
し
た

の
が
新
体
操
の
孫
延
在
だ
。

４
年
前
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の

５
位
よ
り
も
１
段
階
順
位
を

上
げ
た
孫
は
「
残
念
な
こ
と

に
メ
ダ
ル
は
な
か
っ
た
が
、

努
力
を
続
け
た
分
、
成
長
で

き
た
。
１
０
０
点
が
あ
る
な

ら
、
自
分
自
身
に
１
０
０
点

を
あ
げ
た
い
」
と
言
い
切
っ

た
。ロ

シ
ア
と
東
欧
の
専
有
物

だ
っ
た
新
体
操
で
「
韓
国
人

・
孫
延
在
」
が
歩
ん
で
き
た

道
は
、
新
た
な
歴
史
を
作
っ

た
。
５
歳
の
時
、
母
親
と
手

を
つ
な
い
で
新
体
操
教
室
を

初
め
て
訪
れ
、
毎
日
日
記
に

「
世
界
大
会
に
出
て
片
手
で

数
え
ら
れ
る
順
位
に
入
る
選

手
に
な
り
た
い
」と
書
い
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
に
描
い
た
夢

の
と
お
り
、
孫
延
在
は
新
体

操
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
韓
国

人
選
手
と
し
て
は
初
の
メ
ダ

ル
を
取
り
、
１４
年
の
仁
川
ア

ジ
ア
大
会
と
１５
年
の
光
州
ユ

ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
で
は

金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
で

在
日
同
胞
初
の
金
メ
ダ
ル
が

期
待
さ
れ
た
柔
道
の
安
昌
林

は
、
ま
さ
か
の
ベ
ス
ト
８
で

敗
退
だ
っ
た
が
、
４
年
後
の

東
京
五
輪
が
楽
し
み
だ
。

男女そろって団体と個人４種目を制覇した韓
国アーチェリーチーム。女子団体は正式種目
に加わった８８年から８大会連続優勝の快挙

ケガを克服し金メダルの栄
冠をつかんだ朴仁妃。韓国
女子ゴルフの実力を見せた

テコンドで国技の底力
をみせた呉ヘリ（写真
上）と金ソヒ（写真下）

ロ
シ
ア
と
東
欧
の
専
有

物
だ
っ
た
新
体
操
に
ア

ジ
ア
の
意
地
を
示
し
た

孫
延
在
は
４
位
入
賞

金メダル（９）
【アーチェリー】

▼具ボンチャン、金優鎮、李スン

ユン 男子団体

▼奇甫倍、張恵珍、崔美善 女子

団体

▼張恵珍 女子個人

▼具ボンチャン 男子個人

【射撃】

▼秦鍾午 男子５０ｍピストル

【フェンシング】

▼朴相永 男子エペ個人

【テコンド】

▼呉ヘリ 女子６７ 級

▼金ソヒ 女子４９ 級

【ゴルフ】

▼朴仁妃 女子個人

銀メダル（３）
▼安バウル 柔道男子６６ 級

▼鄭普 柔道女子４８ 級

▼金ジョンヒョン 男子５０ｍライ

フル伏射

銅メダル（９）
▼郭同韓 柔道男子９０ 級

▼奇甫倍 アーチェリー女子個人

▼尹真 ウエイトリフティング

女子５３ 級

▼金政煥 フェンシング男子サー

ブル個人

▼金 雨 レスリング男子グレコ

ローマン６６ 級

▼金泰勲 テコンド男子５８ 級

▼李大勲 テコンド男子６８ 級

▼車東旻 テコンド男子８０ 超級

▼鄭景銀、申昇 バドミントン

女子ダブルス

男
子
サ
ッ
カ
ー
は
準
々
決
勝

で
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
ま
さ
か

の
敗
退
。
決
定
的
な
ゴ
ー
ル

シ
ー
ン
を
決
め
ら
れ
ず
悔
し

泣
き
す
る
エ
ー
ス
の
孫
興
民

４年後に期待がかかる柔道男
子６６kg級銀の安バウル（２２）

柔道女子４８kg級で銀メ
ダルを獲得した鄭普

１４
日
に
あ
っ
た
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に
、

五
輪
史
上
初
め
て
と
い
う
三
つ
子
ラ
ン

ナ
ー
と
双
子
ラ
ン
ナ
ー
２
組
が
出
場
し

沿
道
の
注
目
を
集
め
た
。

入
賞
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
走
り
を

見
せ
た
の
は
北
韓
の
２１
歳
の
双
子
ラ
ン

ナ
ー
、
金
ヘ
ソ
ン
、
ヘ
ギ
ョ
ン
姉
妹
。

道
中
、
分
身
の
よ
う
に
ぴ
た
り
と
寄
り

添
っ
て
走
り
続
け
、
２
時
間
２８
分
３６
秒

の
同
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
写
真
判

定
で
姉
が
１０
位
、
妹
が
１１
位
と
な
っ

た
。

準々決勝で敗退した在日同
胞３世の安昌林（２２）。この
悔しさをバネに４年後の東
京でのリベンジを誓う

ベ
ト
ナ
ム
史
上
初
の
金
メ
ダ
ル
を
喜

ぶ
射
撃
１０

メ
ー

ト
ル

ピ
ス
ト
ル
の
ホ
ア
ン
選

手（
右
）と
朴
チ
ュ
ン
ゴ
ン
監
督

リ
オ
五
輪
で
は
海
外
の
チ

ー
ム
を
率
い
る
韓
国
人
指
導

者
た
ち
に
よ
る「
韓
流
熱
風
」

が
沸
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
代

表
が
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初

の
金
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し
た

朴
柱
奉
監
督
（
５２
）
だ
。

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
ダ
ブ
ル
ス
日
本
の
高

橋
礼
華
（
２６
）
、
松
友
美
佐

紀
（
２４
）
組
は
準
決
勝
で
韓

国
の
鄭
景
銀
、
申
昇

組
と

対
戦
。
朴
監
督
は
「
五
輪
で

韓
国
と
は
対
戦
し
た
く
な

い
」
と
願
っ
て
い
た
が
、
日

本
を
勝
利
に
導
い
た
。

世
界
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

の
殿
堂
入
り
も
し
て
い
る
朴

監
督
は
９２
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
五

輪
男
子
ダ
ブ
ル
ス
金
メ
ダ
ル

を
は
じ
め
、
世
界
選
手
権
通

算
５
回
優
勝
の
伝
説
的
プ
レ

イ
ヤ
ー
。
０４
年
か
ら
日
本
代

表
チ
ー
ム
を
引
き
受
け
、
豊

富
な
経
験
と
格
別
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
で
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ

た
。練

習
方
式
を
根
本
か
ら
変

え
、
韓
国
式
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
や
体
力
と
忍
耐
力
を
強
化

さ
せ
、
１２
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪

で
は
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
藤
井

瑞
希
、
垣
岩
令
佳
組
が
日
本

史
上
初
の
五
輪
メ
ダ
ル（
銀
）

を
獲
得
し
た
。

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
銅
メ
ダ

ル
の
奥
原
希
望
が
「
砂
場
を

飛
ん
だ
の
は
初
め
て
。
走
っ

て
倒
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
ど
ん
な
危
機
で
も
あ
き

ら
め
な
い
強
い
精
神
力
が
つ

い
た
」
と
語
る
よ
う
に
、
日

本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
を
世
界

の
強
豪
に
変
え
た
。

選
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
通
訳
を
使
わ
ず

独
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
な
ど

気
を
遣
っ
た
。
朴
監
督
の
契

約
は
来
年
３
月
ま
で
だ
が
、

す
で
に
東
京
五
輪
ま
で
延
長

の
提
案
を
受
け
た
と
い
う
。

◆
射
撃

ベ
ト
ナ
ム
史
上
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
初
の
金
メ
ダ
ル
と
な
っ

た
射
撃
１０

ピ
ス
ト
ル
の
ゾ

ア
ン
・
ビ
ン
・
ホ
ア
ン
選
手

（
４２
）
を
指
導
し
た
の
は
韓

国
人
の
朴
チ
ュ
ン
ゴ
ン
監
督

（
５０
）
だ
。
１０
日
、
ホ
ア
ン

選
手
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
瞬
間
、
韓
国
語
を
混
ぜ
て

「
サ
ン
キ
ュ
ー
！
監
督
様
」

と
駆
け
寄
っ
た
。
翌
日
、
５０

ピ
ス
ト
ル
で
秦
鍾
午
に
続

き
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
表
彰

台
に
上
が
っ
た
ホ
ア
ン
は
韓

国
の
愛
国
歌
が
鳴
り
響
く
と

胸
に
手
を
あ
て
た
。

朴
監
督
は
韓
国
の
射
撃
代

表
常
備
軍
の
監
督
を
務
め
た

後
、
１４
年
９
月
に
ベ
ト
ナ
ム

に
渡
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
は

国
際
大
会
で
使
う
電
子
標
的

が
な
い
ほ
ど
練
習
環
境
が
劣

悪
だ
っ
た
。
大
舞
台
を
前
に

朴
監
督
は
ホ
ア
ン
を
韓
国
に

連
れ
て
き
て
練
習
さ
せ
た
。

◆
柔
道

中
国
男
子
柔
道
に
五
輪
初

の
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し
た
の

が
鄭
勲
中
国
男
子
柔
道
監
督

（
４７
）
。
程
訓

が
男
子
９０

級
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

「
中
国
柔
道
の
ヒ
デ
ィ
ン
ク

監
督
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

鄭
監
督
は
１２
年
ロ
ン
ド
ン

五
輪
直
後
に
中
国
柔
道
協
会

の
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
受
け
て
中

国
に
渡
っ
た
。
「
韓
国
、
日

本
の
選
手
た
ち
と
対
等
に
戦

う
た
め
に
訓
練
強
度
を
韓
国

の
３
倍
に
増
や
し
た
。
韓
国

で
は
普
通
、
筋
力
運
動
は
一

日
２
０
０
～
３
０
０
回
だ
が

中
国
選
手
に
は
１
０
０
０
回

さ
せ
た
。
仰
天
し
、
夜
中
に

故
郷
に
逃
走
し
た
選
手
も
い

た
が
、
鄭
監
督
は
飛
行
機
で

追
い
か
け
連
れ
戻
し
た
。
表

彰
式
後
、
鄭
監
督
は
「
私
を

の
の
し
り
な
が
ら
も
最
後
ま

で
つ
い
て
き
た
選
手
た
ち
を

ほ
め
た
い
」
と
大
き
く
笑
っ

た
。

◆
卓
球

８９
年
ド
イ
ツ
の
ド
ル
ト
ム

ン
ト
世
界
卓
球
選
手
権
大
会

の
団
体
戦
銀
メ
ダ
ル
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
権
ミ
ス
ク
監
督

（
４６
）
も
リ
オ
に
来
た
。
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
４
０
０
位
圏

だ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
卓
球

イ
ア
ン
・
ラ
リ
バ
選
手（
２２
）

は
権
監
督
の
指
導
を
受
け
て

２
年
で
２
０
０
位
圏
ま
で
飛

躍
し
て
初
の
五
輪
出
場
を
実

現
さ
せ
た
。

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

韓
国
の
お
家
芸
、
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
も
各
国
に
指
導
者
が

存
在
す
る
。
外
国
選
手
た
ち

を
率
い
て
リ
オ
五
輪
に
参
加

し
た
韓
国
人
指
導
者
は
２０
人

に
達
す
る
と
い
う
。

李
ギ
シ
ク
監
督
（
５９
）
が

率
い
る
米
国
と
李
ウ
ン
、
李

サ
ン
ヒ
ョ
ン
両
監
督
が
指
揮

す
る
メ
キ
シ
コ
は
、
韓
国
の

４
種
目
制
覇
ま
で
の
過
程
で

王
者
た
ち
を
大
き
く
脅
か
し

た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
日
本
の
高
橋
礼
華
、

松
友
美
佐
紀
組
を
金
メ
ダ
ル
に
導
い
た
朴
柱
奉
監
督

男子柔道で中国初のメダ
ルをもたらした鄭勲監督

全メダリスト

北韓の双子ランナー健闘

日本バドミントン支えた朴監督

金
９
、
お
家
芸
は
健
在

女
子
ゴ
ル
フ

朴
仁
妃
、感
激
の
優
勝

ベ
ト
ナ
ム
射
撃

中
国
の
柔
道
も

海外指導者に 韓流熱風
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光
復
節
中
央
記
念
式
典
の

会
場
で
配
布
さ
れ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
中
央
団
長
と

駐
日
大
使
の
慶
祝
辞
が
掲
載

さ
れ
る
。
私
が
今
回
注
目
し

た
の
は
、
着

任
か
ら
間
が

な
い
李
俊
揆

大
使
の
慶
祝

辞
だ
。
新
大

使
は
在
日
同

胞
に
ど
ん
な

姿
勢
で
臨
も

う
と
し
て
い

る
の
か
。
慶

祝
辞
は
そ
れ

を
う
か
が
う
に
十
分
な
、
在

日
同
胞
に
対
す
る
初
め
て
の

公
式
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
言
え

る
。そ

の
慶
祝
辞
は
、
在
日
同

胞
の
境
遇
や
心
情
を
汲
み
取

っ
た
ま
と
ま
り
の
あ
る
内
容

だ
っ
た
。
誠
意
あ
る
文
章
か

ら
新
大
使
の
前
向
き
な
心
意

気
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き

た
。
な
か
で
も
「
祖
国
の
光

復
と
、
そ
の
後
の
輝
か
し
い

発
展
を
成
し
遂
げ
た
大
韓
民

国
を
語
る
上
で
、
（
在
日
同

胞
）
皆
さ
ん
の
存
在
を
抜
き

に
語
れ
ま
せ
ん
」
と
強
調
し

た
部
分
に
着
目
し
た
い
。

▽
１
９
１
９
年
の
２
・
８

独
立
宣
言
は
「
３
・
１
運
動

と
上
海
臨
時
政
府
樹
立
の
貴

重
な
種
子
と
な
り
、
祖
国
光

復
と
大
韓
民
国
建
国
と
い
う

実
を
」
結
ん
だ
▽
「
６
・
２５

戦
争
時
に
は
、
祖
国
か
ら
呼

び
か
け
も
な
い
状
態
で
、
６

４
２
人
の
同
胞
青
年
た
ち
が

祖
国
を
救
う
と
い
う
信
念
一

つ
で
自
ら
戦
場
に
」
赴
い
た

▽
「
１
９
６
０
～
７０
年
代
の

経
済
発
展
、
８０
年
代
の
ソ
ウ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
９０
年
代

の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
金
融
危
機
な
ど
、

祖
国
の
重
要
な
時
期
毎
に
在

日
同
胞
は
常
に
自
発
的
に
暖

か
い
手
を
差
し
の
べ
、
国
家

の
発
展
と
危
機
克
服
に
大
き

く
寄
与
」
し
た
。

大
使
は
こ
れ
ら
を
集
約

し
、「
在
日
同
胞
社
会
と
は
、

私
た
ち
の
近
現
代
史
に
お
け

る
民
族
精
神
そ
の
も
の
」
と

ま
で
称
え
た
。
こ
れ
ら
は
決

し
て
、
過
分
な
評
価
で
は
な

い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

２
・
８
独
立
運
動
を
担
っ

た
エ
リ
ー
ト
留
学
生
た
ち

と
、
解
放
後
の
在
日
社
会
を

牽
引
し
た
同
胞
た
ち
と
の
間

に
格
別
な
人
的
連
続
性
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。だ
が
、

６
・
２５
時
の
青
年
学
徒
義
勇

軍
の
決
起
は
、
２
・
８
宣
言

の
自
己
犠
牲
を
い
と
わ
な
い

先
駆
的
精
神
を
継
承
し
つ

つ
、
そ
れ
を
優
に
し
の
ぐ
も

の
で
あ
っ
た
。

漢
江
の
奇
跡
を
導
い
た
輸

出
産
業
の
育
成
、
農
漁
村
地

域
の
改
革
に
決
定
的
な
役
割

を
果
た
し
た
セ
マ
ウ
ル
運
動

へ
の
支
援
な
ど
、
在
日
同
胞

の
祖
国
貢
献
事
例
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
李
大
使
は

そ
れ
ら
を
包
括
的
に
整
理
し

て
く
れ
た
。

民
団
を
創
立
し
、
そ
の
も

と
に
結
集
し
た
同
胞
た
ち

は
、
祖
国
あ
っ
て
の
自
分
た

ち
で
あ
り
、
祖
国
の
発
展
が

あ
っ
て
こ
そ
自
ら
の
浮
か
ぶ

瀬
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
こ

と
は
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、見

返
り
を
求
め
る
こ
と
の
な
い

献
身
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
。

そ
の
根
底
に
は
、
在
日
社

会
が
日
本
に
よ
る
植
民
地
統

治
に
よ
っ
て
派
生
し
た
存
在

で
あ
り
、
解
放
後
も
一
貫
し

て
侮
蔑
や
差
別
の
対
象
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
国
権
を
奪

わ
れ
辱
め
を
受
け
る
国
に
二

度
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と

の
強
烈
な
思
念
が
あ
る
。
李

大
使
は
こ
れ
を
よ
く
理
解
さ

れ
て
い
る
も
の
と
私
は
確
信

す
る
。

呉
公
太
団
長
は
慶
祝
辞
で

「
在
日
同
胞
の
実
態
や
民
団

の
活
動
に
つ
い
て
知
ら
な
い

若
い
世
代
と
の
民
族
的
な
絆

を
構
築
す
る
た
め
に
、
本
国

の
教
科
書
に
在
日
同
胞
の
歴

史
を
掲
載
す
る
よ
う
政
府
に

働
き
か
け
る
運
動
」
を
展
開

し
て
い
る
と
し
、そ
れ
は「
日

本
に
あ
っ
て
も
、
常
に
本
国

と
一
心
同
体
で
い
た
い
と
い

う
在
日
同
胞
の
思
い
の
発

露
」で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

大
韓
民
国
と
在
日
社
会
と

の
関
係
を
大
き
く
前
進
さ
せ

る
た
め
に
、
李
大
使
と
呉
団

長
が
慶
祝
辞
で
示
し
た
思
い

を
結
合
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。よ
り
率
直
に
言
え
ば
、

在
日
同
胞
の
祖
国
貢
献
史
を

教
科
書
に
載
せ
る
運
動
は
、

民
団
と
駐
日
公
館
の
連
携
で

進
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
う
感
じ
た
同
胞
は
少

な
く
な
い
だ
ろ
う
。

韓
国
で
「
ヘ
ル
（
地
獄
）

朝
鮮
」
「
犬
韓
民
国
」
と
い

っ
た
造
語
が
流
布
さ
れ
、
自

国
を
極
端
に
卑
下
す
る
自
虐

的
な
風
潮
が
広
が
っ
て
久
し

い
。
無
条
件
に
、
一
途
に
、

祖
国
の
発
展
を
願
い
、
祖
国

と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史
に
誇

り
を
抱
い
て
き
た
在
日
同
胞

に
と
っ
て
き
わ
め
て
辛
い
現

象
で
あ
る
。

内
に
せ
め
ぎ
合
い
が
あ
っ

て
も
、
外
か
ら
の
あ
な
ど
り

に
対
し
て
は
結
束
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
外
勢
に
よ
っ

て
屈
辱
を
受
け
た
歴
史
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
鉄
則
を

鉄
則
と
し
て
堅
持
で
き
る
韓

国
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
在
日

同
胞
は
切
望
し
て
い
る
。

李
大
使
を
し
て
「
近
現
代

史
に
お
け
る
民
族
精
神
そ
の

も
の
」
と
言
わ
し
め
た
在
日

同
胞
の
踏
ん
張
り
は
、
歴
史

教
科
書
に
記
載
す
る
に
十
分

な
意
味
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
健
全
な
歴
史
観
を
育
む

一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

在
日
同
胞
社
会
と
大
韓
民

国
は
不
可
分
で
あ
り
、
い
わ

ば
連
結
決
算
体
制
に
あ
る
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
苦

難
を
克
服
し
て
き
た
歴
史
を

共
有
す
る
こ
と
は
、
内
外
の

国
民
・
同
胞
が
心
一
つ
に
新

た
な
地
平
を
切
り
開
く
呼
び

水
に
も
な
る
は
ず
だ
。

日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
を
祝
う
各
地
民
団
本
部
主
催
の
第
７１
周
年
光

復
節
記
念
式
典
が
１５
日
ま
で
、
各
地
で
行
わ
れ
た
。
神
奈
川
と
福
岡
は
今
年
が
創
団
７０

周
年
の
節
目
の
年
と
あ
っ
て
二
重
の
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
。
ま
た
、
三
重
は
式
典

で
、
全
面
改
修
を
終
え
た
本
部
会
館
の
お
披
露
目
を
行
っ
た
。
２
部
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
中
心
に
全
国
の
式
典
の
一
部
を
収
録
し
た
。

東
京
（
金
秀
吉
団
長

１５

日
、
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
）
特
別
芸
能
公
演
で

は
、韓
国
を
代
表
す
る
歌
手
、

南
珍
が
「
マ
ウ
ミ
・
コ
ワ
ヤ

ジ
」
な
ど
往
年
の
ヒ
ッ
ト
曲

集
を
披
露
し
た
。
舞
台
に
上

が
っ
て
一
緒
に
踊
る
老
年
男

女
の
姿
も
あ
り
、
大
い
に
受

け
た
。
江
戸
川
支
部
な
ど
の

「
土
曜
学
校
」に
通
う
オ
リ
ニ

ら
が
韓
国
の
伝
統
民
謡
「
ト

ラ
ジ
」を
歌
い
、オ
モ
ニ
ら
の

声
援
を
受
け
た
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
韓
国
人
な
ら
誰
も
が
知

っ
て
い
る
大
ヒ
ッ
ト
曲
「
あ

あ
大
韓
民
国
」
を
出
演
者
と

会
場
全
体
が
大
合
唱
し
た
。

千
葉
（
金
鎭
得
団
長

６

日
、
山
武
郡
九
十
九
里
）
式

典
に
は
３
４
０
人
が
参
加
し

た
。
懇
親
会
で
は
民
団
千
葉

の
誇
る
農
楽
隊
が
場
内
を
駆

け
回
り
、
千
葉
大
留
学
生
の

サ
ム
ル
ノ
リ
チ
ー
ム「
千
打
」

が
演
奏
し
た
。
こ
の
日
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
地
引
網
は
台
風
の
余
波

で
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、

浜
辺
に
出
て
青
年
会
の
指
導

の
も
と
宝
探
し
や
ゲ
ー
ム
に

夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
千
葉

日
韓
協
か
ら
森
英
介
衆
議
院

議
員
が
激
励
に
駆
け
つ
け

た
。脱

北
芸
術
人
が

初
の
来
日
公
演

神
奈
川
（
金
利
中
団
長

１５
日
、横
浜
市
関
内
ホ
ー
ル
）

団
員
と
市
民
、
約
１
０
０
０

人
が
集
ま
っ
た
。
式
典
で
金

団
長
は
、
今
年
が
神
奈
川
本

部
の
創
団
７０
周
年
、
本
部
会

館
竣
工
か
ら
２０
周
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
る
と
強
調
。
神

奈
川
県
議
会
日
韓
親
善
議
員

連
盟
の
牧
島
功
会
長
、
神
奈

川
県
日
韓
親
善
協
会
連
合
会

の
斎
藤
文
夫
会
長
（
川
崎
市

日
韓
親
善
協
会
会
長
兼
任
）、

横
浜
日
韓
親
善
協
会
の
田
野

井
一
雄
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
感

謝
状
を
授
与
し
た
。
同
時
に

組
織
功
労
者
表
彰
と
永
年
勤

続
表
彰
も
行
っ
た
。
第
２
部

記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
県
と

姉
妹
結
縁
を
結
ん
で
い
る
京

畿
道
が
国
楽
団
の
団
員
３
人

を
派
遣
。
ソ
ウ
ル
市
か
ら
も

脱
北
者
の
芸
術
人
で
構
成
す

る
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
ア
リ
ラ
ン
芸

術
団
の
団
員
１０
人
が
初
の
来

日
公
演
を
行
い
、
歌
や
踊
り

を
披
露
し
た
。

山
梨（
鄭
郁
団
長

１１
日
、

同
本
部
会
館
）
式
典
後
、
全

員
で
民
団
の
歴
史
を
映
像
で

つ
づ
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
韓
国
民
団
」（
同

製
作
委
員
会
）を
鑑
賞
し
た
。

あ
る
団
員
は
「
創
団
７０
周
年

に
あ
た
っ
て
在
日
の
過
去
の

歴
史
を
思
い
起
こ
す
い
い
機

会
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
語

っ
た
。

栃
木
（
南
四
郎
団
長

１１

日
、宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
）

２
部
懇
親
会
で
は
韓
国
民
謡

の
数
々
と
ソ
ル
チ
ャ
ン
ゴ
、

カ
ヤ
グ
ム
の
演
奏
を
楽
し
ん

だ
。
団
員
も
カ
ラ
オ
ケ
で
自

慢
の
の
ど
を
披
露
し
た
。

茨
城
（
張
仙
鶴
団
長

７

日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
）
２
部

は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル

の
食
事
。
オ
リ
ニ
は
輪
投
げ

や
ス
イ
カ
割
り
に
興
じ
た
。

来
年
の
創
団
７０
周
年
に
は
記

念
誌
を
発
行
す
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
た
。

埼
玉
（
田

団
長

６

日
、
埼
玉
韓
国
会
館
）
式
典

後
は
女
性
政
策
研
究
家
で
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
三
井
マ
リ

子
さ
ん
が
「
移
民
が
大
臣
に

な
る
多
文
化
共
生
社
会
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。
参
加
者

に
は
た
く
さ
ん
の
景
品
が
抽

選
で
配
ら
れ
た
。

西
東
京
（
全
實
団
長

１３

日
、
西
東
京
韓
国
会
館
）
例

年
ど
お
り
地
元
の
町
内
会
や

韓
国
語
教
室
に
通
っ
て
く
る

受
講
生
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
た
。
席
上
、
全
団
長
は「
在

日
と
の
共
存
共
栄
社
会
を
築

い
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。次

世
代
母
国
研
修

参
加
の
中
学
生
も

群
馬
（
朴
旋
用
団
長

１５

日
、
み
ど
り
市
内
の
キ
ャ
ン

プ
場
「
小
平
の
里
」
）
式
典

に
は
民
団
の
次
世
代
母
国
研

修
を
体
験
し
た
中
学
生
３
人

も
参
加
。
民
団
と
婦
人
会
か

ら
韓
日
辞
典
な
ど
の
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。
３
人
は
「
来

年
も
来
る
」と
喜
ん
で
い
た
。

長
野
（
朴
永
大
団
長

１１

日
、
長
野
韓
国
会
館
）
式
典

に
は
例
年
に
な
く
新
定
住
者

の
参
加
が
目
立
っ
た
。
朴
団

長
は
こ
の
間
の
次
世
代
育
成

事
業
の
成
果
と
胸
を
張
っ

た
。新

潟
（
李
鐘
海
団
長

１５

日
、
新
潟
韓
国
会
館
）
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
「
各
支
部
対

抗
ノ
レ
チ
ャ
ラ
ン
大
会
」
を

行
っ
た
。
審
査
員
は
式
典
参

加
者
全
員
で
務
め
た
。
優
勝

の
次
世
代
学
生
チ
ー
ム
（
少

女
時
代
「
Ｇ
ｅ
ｅ
」
）
を
は

じ
め
３
位
ま
で
の
入
賞
チ
ー

ム
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
が
贈
ら

れ
た
。

宮
城
（
金
政
郁
団
長

１５

日
、
宮
城
韓
国
会
館
）
式
典

後
、
宮
城
県
日
韓
親
善
協
会

と
の
共
催
に
よ
る
第
１０
回
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
に
合
流
。
参

加
者
の
う
ち
オ
リ
ニ
が
２４
人

と
全
体
の
約
３
分
の
１
を
占

め
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
次
世
代
事
業
の
成
果
が

現
れ
た
。
民
団
文
化
セ
ン
タ

ー
の
受
講
生
の
参
加
も
目
立

っ
た
。

北
海
道
（
李
圭
亮
団
長

１５
日
、
北
海
道
韓
国
会
館
）

式
典
を
終
え
る
と
札
幌
市
内

の
平
和
の
滝
に
あ
る
韓
国
人

殉
難
者
碑
の
前
に
移
り
、
慰

霊
祭
を
営
ん
だ
。

岩
手
（
申
百

団
長

１０

日
、
同
本
部
会
館
）
懇
親
会

で
は
婦
人
会
員
が
料
理
教
室

で
学
ん
だ
「
ど
ん
ぐ
り
ム
ッ

ク
」
や
「
ヘ
ム
ル
フ
ェ
」
で

参
加
者
を
も
て
な
し
た
。
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
日
本
の
中
の
韓
国
文

化
」
も
好
評
だ
っ
た
。

福
島
（
金
仁
河
団
長

６

日
、
郡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
）

第
２
部
で
元
駐
韓
大
使
の
武

藤
正
敏
氏
が
講
演
し
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
韓
国
と
日
本
の

協
力
の
大
切
さ
を
強
調
し

た
。
席
上
、
金
団
長
は
「
地

道
な
日
韓
親
善
活
動
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
今
後
さ
ら

に
大
事
に
な
っ
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

愛
知
（
朴
茂
安
団
長

１５

日
、
名
古
屋
市
教
育
セ
ン
タ

ー
）団
員
５
０
０
人
が
参
加
。

席
上
、
朴
団
長
は
来
年
に
迫

っ
た
愛
知
民
団
創
団
７０
周
年

事
業
に
意
欲
を
示
し
た
。
第

２
部
は
映
画
「
国
際
市
場
で

逢
い
ま
し
ょ
う
」を
上
映
し
、

好
評
だ
っ
た
。
参
加
者
に
は

記
念
の
ご
ま
油
が
全
員
に
贈

ら
れ
た
。
終
了
後
は
各
支
部

別
の
懇
親
会
に
臨
ん
だ
。

岐
阜
（
董
勝
正
団
長

１５

日
、
岐
阜
市
内
の
ホ
テ
ル
）

式
典
後
の
韓
日
親
善
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
京
畿
道
始
興

市
国
楽
芸
術
団
が
特
別
公
演

を
行
っ
た
。
芸
術
団
か
ら
金

泰
京
団
長
を
は
じ
め
と
す
る

１４
人
が
来
日
し
た
。

本
部
会
館
を
改
修

お
披
露
目
兼
ね
て

三
重
（
殷
慶
基
団
長

１５

日
、
同
本
部
）
全
面
改
修
を

済
ま
せ
た
本
部
会
館
の
お
披

露
目
を
兼
ね
て
記
念
式
典
を

開
催
。
来
賓
を
含
め
１
２
０

人
が
参
加
し
た
。
席
上
、
駐

名
古
屋
総
領
事
館
か
ら
は
お

祝
い
の
太
極
旗
が
授
与
さ
れ

た
。
殷
団
長
は
会
館
改
修
に

資
金
協
力
し
た
４５
の
法
人
・

個
人
に
感
謝
牌
を
贈
り
、
謝

意
を
示
し
た
。
ま
た
、
一
般

社
団
法
人
三
重
韓
国
教
育
会

か
ら
は
２
０
１
６
年
度
の
奨

学
金
が
授
与
さ
れ
た
。
２
部

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
全

員
、
婦
人
会
三
重
本
部
（
崔

美
代
会
長
）
が
主
催
し
た
食

事
会
に
臨
み
、
大
ビ
ン
ゴ
大

会
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。
オ

リ
ニ
は
風
船
つ
り
ゲ
ー
ム
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
。

大
阪
（
鄭
鉉
権
団
長

１５

日
、
大
阪
韓
国
人
会
館
）
団

員
ら
８
０
０
人
が
参
加
。
駐

大
阪
総
領
事
館
か
ら
河
泰
允

総
領
事
も
駆
け
付
け
た
。

鄭
団
長
は
「
在
日
社
会
の

経
済
基
盤
を
さ
ら
に
強
固
な

も
の
に
し
、
組
織
を
活
性
化

し
て
い
く
た
め
に
も
私
た
ち

は
一
致
団
結
し
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

李
相
哲
龍
谷
大
学
社
会
学

部
教
授
が
「
金
正
恩
体
制
と

韓
半
島
統
一
の
展
望
」
と
題

し
て
記
念
講
演
。
退
任
の
支

団
長
４
人
に
感
謝
牌
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
の
ど
自
慢
や
韓

国
伝
統
遊
び
、
大
抽
選
会
な

ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。

兵
庫
（
李
圭
燮
団
長

１３

日
、
同
本
部
会
館
）
団
員
ら

１
６
０
人
が
参
加
。
駐
神
戸

総
領
事
館
か
ら
朱
哲
完
総
領

事
、
韓
国
か
ら
金
斗
官
国
会

議
員
が
駆
け
付
け
た
。
李
団

長
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策

に
触
れ
、
「
国
会
よ
り
も
さ

ら
に
実
効
性
の
あ
る
条
例
を

県
と
市
に
作
っ
て
も
ら
う
よ

う
要
請
し
て
い
く
」
と
決
意

を
語
っ
た
。
最
後
に
李
成
権

前
駐
神
戸
総
領
事
が
、
「
韓

半
島
の
危
機
～
何
を
準
備
す

べ
き
か
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
っ
た
。

京
都
（
河
相
泰
団
長

１５

日
、
民
団
本
部
会
館
）
。
参

加
者
約
２
０
０
人
が
光
復
節

を
迎
え
た
喜
び
に
ひ
た
っ

た
。
席
上
、
河
団
長
は
来
年

に
迫
っ
た
民
団
京
都
の
創
団

７０
周
年
を
見
据
え
、
民
団
を

こ
れ
か
ら
も
希
望
の
持
て
る

民
族
団
体
と
し
て
守
り
抜
い

て
い
く
決
意
を
述
べ
た
。

奈
良
（
黄
泰
壽
団
長

１５

日
、
奈
良
県
韓
国
人
会
館
）

式
典
後
、
桃
山
学
院
大
学
名

誉
教
授
の
徐
龍
達
さ
ん
（
在

日
韓
朝
鮮
大
学
人
協
会
会

長
）
が
「
近
代
韓
日
関
係
の

史
的
考
察
―
光
復
７１
周
年
に

想
う
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

こ
の
後
、
韓
国
料
理
を
囲
ん

で
懇
親
会
を
楽
し
ん
だ
。

滋
賀
（
朴
鍾
文
団
長

１５

日
、
草
津
ア
ミ
カ
ホ
ー
ル
）。

第
２
部
で
は
長
鼓
舞
、
パ
ン

ソ
リ
、
サ
ム
ル
ノ
リ
、
民
謡

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
滋
賀
で

本
格
的
な
韓
国
伝
統
文
化
公

演
が
行
わ
れ
る
の
は
久
方
ぶ

り
の
こ
と
。
参
加
者
か
ら
喜

ば
れ
た
。

和
歌
山
（
孫
文
敏
団
長
）

は
１５
日
、本
部
会
館
で
開
催
。

第
２
部
で
「
劇
場
国
家
」
北

韓
の
実
情
を
暴
い
た
ロ
シ
ア

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
太
陽
の
下
」
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
鑑
賞
し
た
。

新
成
人
を
祝
福

奨
学
金
授
与
も

広
島
（
李
英
俊
団
長

１１

日
、
広
島
韓
国
会
館
）
。
席

上
、
次
代
を
担
う
優
秀
な
同

胞
学
生
に
広
島
韓
国
奨
学
会

か
ら
の
奨
学
金
が
手
渡
さ
れ

た
。
２
０
１
６
年
度
中
に
成

人
年
齢
と
な
る
若
き
同
胞
た

ち
も
参
加
者
み
ん
な
か
ら
激

励
を
受
け
た
。
第
２
部
で
広

島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究

所
の
孫
賢
鎮
准
教
授
が
、「
現

在
の
南
北
関
係
～
開
城
工
業

団
地
問
題
」と
題
し
て
講
演
。

鳥
取
（
薛
幸
夫
団
長

７

日
、
同
本
部
）
式
典
に
先
だ

っ
て
薛
団
長
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
対
策
に
触
れ
、
法
務
省

へ
の
要
望
・
陳
情
と
国
会
で

可
決
成
立
し
た
「
理
念
法
」

を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
を
訴

え
た
。

山
口
（
姜
昌
憲
団
長

６

日
、
下
関
市
内
シ
ー
モ
ー
ル

パ
レ
ス
）
第
２
部
で
は
韓
国

か
ら
来
日
し
た
演
歌
歌
手
、

モ
ン
グ
ン
の
シ
ョ
ー
を
楽
し

ん
だ
。

民
団
本
部
誕
生
地

北
九
州
市
で
開
催

福
岡
（
李
相
鎬
団
長

１５

日
、
北
九
州
芸
術
劇
場
）
第

２
部
で
全
羅
南
道
道
立
国
楽

団
に
よ
る
伝
統
芸
術
公
演

を
、
北
橋
健
治
北
九
州
市
長

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
が
一

緒
に
楽
し
ん
だ
。
観
覧
者
は

合
わ
せ
て
６
０
０
人
を
数
え

た
。
会
場
に
は
地
震
で
被
災

し
た
熊
本
の
写
真
を
展
示
し

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
呼
び

か
け
た
。

民
団
福
岡
創
団
７０
周
年
編

纂
委
員
会
の
呉
政
夫
委
員
長

か
ら
は
、
『
福
岡
民
団
７０
年

史
』
が
完
成
し
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
北
九
州
市
は
同

本
部
生
誕
の
地
。

長
崎
（
姜
成
春
団
長

１５

日
、
諫
早
市
内
の
ホ
テ
ル
）

姜
団
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
新

定
住
者
お
よ
び
日
本
国
籍
同

胞
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
意
欲
を
示
し
た
。
引
き
続

き
懇
親
会
を
行
っ
た
。

愛
媛
（
梁
一
國
団
長

１０

日
、
松
山
市
内
の
ホ
テ
ル
）

式
典
で
梁
団
長
は
次
世
代
に

民
団
の
歴
史
を
語
り
継
い
で

い
こ
う
と
強
調
し
た
。
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
婦
人
会
手

作
り
の
料
理
を
囲
み
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
韓

国
民
団
」
を
鑑
賞
し
た
。

【
山
口
】
下
関
市
の
夏
を

彩
る
第
３９
回
馬
韓
ま
つ
り
が

２０
、
２１
の
両
日
、
下
関
市
の

中
心
部
、
９
会
場
で
開
催
さ

れ
た
。
初
日
は
釜
山
市
と
下

関
市
の
姉
妹
友
好
提
携
４０
周

年
を
祝
い
、「
朝
鮮
通
信
使
」

の
再
現
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た

写
真
。

赤
間
関（
下
関
）は
通
信
使

の
最
初
の
本
州
上
陸
地
と
さ

れ
る
。
「
正
使
」
は
釜
山
市

の
徐
秉
洙
市
長
が
務
め
、
釜

山
市
と
下
関
の
市
民
約
２
０

０
人
が
朝
鮮
王
朝
時
代
の
色

鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、
伝
統
的
な
音
楽
や
踊
り

に
合
わ
せ
て
関
門
海
峡
沿
い

な
ど
を
練
り
歩
い
た
。

行
列
が
「
ゆ
め
ひ
ろ
ば
」

に
到
着
す
る
と
、
徐
市
長
と

下
関
市
の
中
尾
友
昭
市
長
が

親
書
の
交
換
式
を
行
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
両
都
市
の
代

表
的
な
芸
術
団
が
交
流
公
演

を
行
っ
た
。
市
民
１９
万
５
０

０
０
人
が
楽
し
ん
だ
。

１０
月
に
は
釜
山
市
で
両
都

市
の
姉
妹
友
好
提
携
４０
周
年

を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
。

蔚
山
市
と
新
潟
市

交
流
協
定
１０
周
年

記
念
祝
賀
会
開
く

【
新
潟
】
新
潟
市
と
蔚
山

市
の
交
流
協
定
締
結
１０
周
年

を
記
念
す
る
祝
賀
会
が
４

日
、
新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、篠
田
昭
新
潟
市
長
、

金
起

蔚
山
市
長
、
趙
建
煕

駐
新
潟
韓
国
総
領
事
、
高
橋

三
義
新
潟
市
議
会
議
長
、
李

鐘
海
県
本
部
団
長
ら
関
係
者

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

篠
田
新
潟
市
長
に
続
き
、

蔚
山
市
訪
問
団
団
長
で
も
あ

る
金
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
蔚

山
市
立
舞
踊
団
に
よ
る
華
麗

な
舞
い
が
会
場
に
華
を
添
え

た

写
真
。

ま
た
、
新
潟
市
立
沼
垂
小

学
校
児
童
も「
新
潟
ま
つ
り
」

の
「
万
代
太
鼓
」
演
奏
で
盛

り
上
げ
た
。

会場と一体となった「ああ大韓民国」の大合唱（東京）

■
民
団
関
連
行
事

◆
東

京

▽
台
東
支
部
「
ウ
リ
民
団
ゴ

ル
フ
会
」

３
日
７
時
半
／

筑
波
学
院
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
▽

婦
人
会
東
京
本
部
「
東
京
長

寿
会
」

６
日
１２
時
／
中
央

会
館
▽
東
京
青
商
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

６
日
７
時
２０
分
／
東
千
葉
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
品
川
支

部
「
お
り
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
教

室
」

１０
日
１０
時
／
東
京
ポ

ー
ト
ボ
ウ
ル
▽
渋
谷
支
部

「
敬
老
集
い
」

１０
日
１２
時

／
支
部
会
館
▽
葛
飾
支
部

「
敬
老
食
事
会
」

１０
日
１２

時
／
支
部
会
館
▽
本
部
「
同

胞
和
合
の
集
い
」

２２
日
１０

時
／
マ
ザ
ー
牧
場
▽
渋
谷
支

部
「
屋
形
船
懇
親
会
」

２２

日
１６
時
半
／
品
川
船
清

◆
神
奈
川

▽
本
部
「
関
東
大
震
災
犠
牲

者
慰
霊
祭
」

１
日
１１
時
半

／
宝
生
寺
▽
本
部
「
創
立
７０

周
年
記
念
実
務
者
本
国
研

修
」

３
～
５
日
／
ソ
ウ
ル

▽
湘
中
支
部
「
敬
老
会
」

１１
日
１２
時
／
支
部
会
館
▽
神

奈
川
韓
国
綜
合
教
育
院
「
コ

リ
ア
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ

ン
」

１３
日
１８
時
半
／
神
奈

川
韓
国
会
館
▽
南
武
支
部

「
敬
老
会
」

１７
日
１１
時
半

／
支
部
会
館
▽
横
浜
支
部

「
敬
老
会
」
１７
日
１２
時

神

奈
川
韓
国
会
館
▽
相
模
原
支

部
「
敬
老
会
」

２５
日
１２
時

／
支
部
会
館

◆
千

葉

▽
船
橋
支
部
「
関
東
大
震
災

被
殺
同
胞
慰
霊
祭
」

１
日

１１
時
半
／
支
部
会
館
▽
婦
人

会
千
葉
本
部
「
敬
老
会
」

１４
日
１１
時
／
京
成
ホ
テ
ル
ミ

ラ
マ
ー
レ

◆
山

梨

▽
本
部
「
敬
老
会
」

１６
日

１０
時
／
本
部
会
館

◆
茨

城

▽
本
部「
秋
季
同
胞
交
流
会
」

１１
日
１１
時
／
ひ
の
き
や

◆
埼

玉

▽
本
部
「
敬
老
会
」

１７
日

１１
時
／
本
部
会
館

◆
西
東
京

▽
本
部「
敬
老
長
寿
祝
賀
会
」

１４
日
１２
時
／
八
王
子
市
健

康
ラ
ン
ド

◆
静

岡

▽
本
部
・
静
岡
に
文
化
の
風

を
「
懇
談
会
」

１７
日
１５
時

／
ア
イ
セ
ル
２１
▽
本
部
「
サ

ラ
ン
バ
ン
食
事
会
」

２６
日

１２
時
／
韓
食
房
お
ん
ど
る
東

静
岡
店

◆
新

潟

▽
本
部
・
駐
新
潟
総
領
事
館

「
韓
日
ハ
ン
ガ
ウ
ィ
祭
り
ｉ

ｎ
新
潟
２
０
１
６

キ
ム
チ

を
漬
け
て
み
よ
う
」
ほ
か

１０
～
１１
日
／
万
代
シ
テ
ィ
パ

ー
ク
▽
本
部
「
韓
日
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

２４
日
８
時
半
／
新
潟
サ
ン
ラ

イ
ズ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
▽
本
部

「
韓
国
語
教
室
修
学
旅
行
」

２９
～
１０
月
２
日
／
韓
国
扶

余
ほ
か

◆
宮

城

▽
本
部
「
韓
日
文
化
講
座
チ

ャ
ン
ゴ
教
室
」

２
日
１２
時

半
／
宮
城
韓
国
会
館
▽
本
部

「
在
日
同
胞
交
流
事
業

無

料
上
映
会
・
敬
老
祝
賀
会
」

３
日
１０
時
／
宮
城
韓
国
会

館◆
北
海
道

▽
本
部
・
体
育
会
中
央
「
第

１
回
韓
日
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ

ッ
プ
」

６
日
７
時
半
／
札

幌
エ
ル
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
▽
小
樽
支
部
「
支
部
親
睦

会
」

１０
日
９
時
半
／
ワ
イ

ン
の
丘
パ
ー
ク
ラ
ン
ド

◆
愛

知

▽
東
中
支
部
「
敬
老
会
」

４
日
１１
時
半
／
木
曽
路
瓦
町

店
▽
婦
人
会
中
村
支
部
「
敬

老
会
」

１１
日
１１
時
／
愛
知

韓
国
人
会
館
▽
豊
田
支
部

「
敬
老
会
」

１１
日
１１
時
／

猿
投
座
▽
一
宮
支
部
「
敬
老

会
」

１１
日
１２
時
／
キ
ム
チ

亭
柳
一
宮
店
▽
名
南
支
部

「
敬
老
会
」

１７
日
１２
時
／

愛
知
韓
国
人
会
館
▽
名
中
支

部
「
敬
老
会
」

１７
日
１２
時

／
愛
知
韓
国
人
会
館
▽
春
日

井
支
部
「
敬
老
会
」

１７
日

１２
時
／
愛
知
韓
国
人
会
館
▽

本
部
・
中
部
韓
人
会
「
孝
道

チ
ャ
ン
チ
」

１７
日
１２
時
／

愛
知
韓
国
人
会
館
▽
新
西
支

部
「
敬
老
会
」

１８
日
１２
時

／
支
部
会
館
▽
中
村
支
部
・

名
中
支
部「
青
年
会
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」

１８
日
１２
時
／
中
村
支
部
会

館
▽
中
村
支
部「
韓
国
旅
行
」

２１
～
２４
日
／
全
州
ほ
か
▽

一
宮
支
部
「
韓
国
旅
行
」

２１
～
２４
日
／
韓
国
▽
名
古
屋

韓
国
学
校
「
特
別
講
演
会
」

２４
日
１５
時
半
／
同
校
▽
豊

橋
支
部
「
敬
老
会
」

２５
日

１１
時
／
レ
ス
ト
ラ
ン
高
千
穂

▽
婦
人
会
岡
崎
支
部
「
敬
老

会
」

２５
日
１２
時
／
支
部
会

館◆
三

重

▽
本
部「
敬
老
の
日
祝
賀
会
」

１１
日
１１
時
／
湯
の
山
温
泉

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
▽
本
部
・

三
重
県
日
韓
親
善
協
会
「
韓

国
料
理
教
室
」

１７
日
１３
時

半
／
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

▽
四
日
市
市
立
塩
浜
小
学
校

「
運
動
会
」

２４
日
９
時
半

／
同
校

◆
大

阪

▽
泉
州
支
部
「
同
胞
長
寿
セ

ミ
ナ
ー
」

３
日
１１
時
半
／

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

ア
ル
ザ
泉
大
津
▽
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ

Ａ
韓
国
貿
易
館
「
韓
国
優
良

中
小
企
業
商
談
会
」

９
日

１０
時
／
難
波
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
▽
近
畿

経
友
納
税
連
合
会
「
第
３７
回

定
期
総
会
」

９
日
１６
時
／

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
▽

生
野
中
央
支
部
「
同
胞
長
寿

セ
ミ
ナ
ー
」

１１
日
１１
時
／

Ｋ
Ｃ
Ｃ
会
館
▽
布
施
支
部

「
同
胞
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」

１１
日
１１
時
／
支
部
会
館
▽
東

成
支
部
「
同
胞
長
寿
セ
ミ
ナ

ー
」

１１
日
１１
時
／
支
部
会

館
▽
北
大
阪
支
部
「
同
胞
長

寿
セ
ミ
ナ
ー
」

１１
日
１２
時

／
本
部
会
館
▽
東
大
阪
南
支

部
「
同
胞
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」

１７
日
１２
時
／
シ
ェ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
▽
八
尾
支
部

「
同
胞
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」

１８
日
１１
時
／
支
部
会
館
▽
城

東
支
部
「
同
胞
長
寿
セ
ミ
ナ

ー
」

１８
日
１１
時
／
支
部
会

館
▽
吹
田
支
部
「
同
胞
長
寿

セ
ミ
ナ
ー
」

１８
日
１１
時
／

支
部
会
館
▽
都
島
支
部
「
同

胞
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」

１８
日

１１
時
半
／
支
部
会
館
▽
在
日

本
関
西
韓
国
人
連
合
会
「
第

６
次
定
期
総
会
」
２２
日
１８
時

大
阪
韓
国
教
育
会
館
タ
カ

ツ
ガ
ー
デ
ン
▽
平
野
東
住
吉

支
部「
同
胞
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」

２５
日
１１
時
／
支
部
会
館
▽

北
河
内
支
部
「
敬
老
会
」

２５
日
１１
時
半
／
支
部
会
館
▽

西
成
支
部
「
同
胞
長
寿
セ
ミ

ナ
ー
」

２５
日
１２
時
／
支
部

会
館
▽
大
阪
府
青
年
商
工
会

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
」

２６
日
７
時
４５
分
／

三
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

◆
兵

庫

▽
西
宮
支
部
「
無
窮
花
福
寿

会
懇
親
会
」

３
日
１１
時
半

／
木
曽
路
西
宮
店
▽
兵
庫
韓

商
「
無
料
相
談
窓
口
」

７

日
１６
時
／
尼
崎
支
部
▽
兵
庫

韓
商
「
東
ア
ジ
ア
経
営
塾
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」

１０
日
１７
時
／

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
会

館
▽
西
神
支
部
「
敬
老
会
」

１１
日
１１
時
／
本
部
会
館
▽

伊
丹
支
部
「
敬
老
祝
賀
会
」

１１
日
１１
時
／
桑
津
集
会
所

▽
東
神
支
部
「
敬
老
会
」

１１
日
１１
時
半
／
支
部
会
館
▽

尼
崎
支
部
「
敬
老
祝
賀
会
」

１１
日
１２
時
／
支
部
会
館
▽

有
馬
支
部
「
敬
老
祝
賀
会
」

１１
日
１３
時
／
支
部
会
館
▽

阪
神
支
部
「
敬
老
会
」

１５

日
１１
時
半
／
木
曽
路
御
影
店

▽
西
宮
支
部
「
歴
史
・
文
化

教
室
」

１７
日
１９
時
／
支
部

会
館
▽
西
宮
支
部
「
敬
老
祝

賀
会
」

１８
日
１１
時
／
支
部

会
館
▽
本
部
「
民
団
兵
庫
創

団
７０
周
年
記
念
事
業
記
念
式

典
」

１９
日
１４
時
／
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
▽
兵
庫
韓
商
「
兵

庫
韓
商
杯
」

２４
日
９
時
１０

分
／
マ
ス
タ
ー
ズ
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
▽
西
宮
支
部
「
オ
リ
ニ

教
室
」

２４
日
１４
時
／
支
部

会
館
▽
神
戸
教
育
院
「
韓
国

歴
史
を
学
ぶ
教
室
」

２９
日

１４
時
／
本
部
会
館
▽
兵
庫
日

韓
親
善
協
会
「
２
０
１
６
年

度
定
期
総
会
」

３０
日
１３
時

半
／
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル◆
京

都

▽
京
都
国
際
学
園
「
オ
リ
ニ

土
曜
学
校
開
校
式
」

１０
日

９
時
４０
分
／
同
校
▽
左
京
支

部
「
ブ
レ
イ
ン
ヨ
ガ
体
験
」

１１
日
１４
時
／
支
部
会
館
▽

左
京
支
部
「
敬
老
会
」

１８

日
１１
時
半
／
支
部
会
館

◆
滋

賀

▽
石
山
支
部
「
ぶ
ど
う
狩
り

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

４
日

１０
時
半
／
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜

王
▽
本
部「
韓
国
料
理
教
室
」

３
日
１０
時
半
／
滋
賀
韓
国

会
館

◆
和
歌
山

▽
本
部
「
い
き
い
き
健
康
セ

ミ
ナ
ー
」

１１
日
１０
時
／
休

暇
村
紀
州
加
太

◆
広

島

▽
安
芸
支
部
「
敬
老
会
」

１１
日
１１
時
／
支
部
会
館
▽
婦

人
会
広
島
本
部
「
敬
老
会
」

１７
日
１１
時
／
本
部
会
館

◆
岡

山

▽
婦
人
会
岡
山
本
部
「
長
寿

会
」

１７
日
１１
時
／
本
部
会

館
▽
東
備
支
部
「
敬
老
会
」

２２
日
１１
時
／
金
平
焼
肉
店

▽
倉
敷
支
部
「
敬
老
会
」

２５
日
１１
時
／
倉
敷
ふ
れ
あ
い

会
館

◆
鳥

取

▽
本
部
「
荒
金
鉱
山
犠
牲
者

慰
霊
祭
」

１０
日
１２
時
／
岩

美
町
荒
金
慰
霊
碑
前
▽
本
部

「
在
日
講
座
」

１７
日
１３
時

半
／
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

◆
島

根

▽
本
部
「
韓
国
料
理
講
座
」

１０
日
１０
時
／
本
部
会
館

◆
山

口

▽
下
関
支
部
「
敬
老
会
」

２４
日
１２
時
／
源
平
荘

◆
福

岡

▽
本
部
「
在
日
コ
リ
ア
ン
福

岡
ア
カ
デ
ミ
ー
」

２４
日
１４

時
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
博
多

◆
宮

崎

▽
本
部
・
駐
福
岡
総
領
事
館

「
宮
崎
韓
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
発
展
方
針
模
索
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
」

１
日
１８
時
半

／
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
▽
本
部

「
伝
統
料
理
教
室
」

７
日

１０
時
／
本
部
会
館

◆
沖

縄

▽「
韓
日
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
」

２４
日
８
時
／
サ
ザ
ン
リ
ン

ク
ス

◆
愛

媛

▽
駐
広
島
総
領
事
館
・
韓
国

文
化
院
「
韓
日
ハ
ン
マ
ウ
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

２
日

１８
時
／
愛
媛
大
学
▽
婦
人
会

愛
媛
本
部「
韓
紙
文
化
体
験
」

１７
日
１４
時
／
市
民
交
流
館

◆
高

知

▽
本
部
「
高
知
韓
国
祭
り
」

１１
日
１４
時
半
／
高
知
市
文

化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と

■
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

◆
埼

玉

▽
本
庄
市
・
上
里
町
・
熊
谷

市
「
関
東
大
震
災
韓
国
人
犠

牲
者
慰
霊
祭
」

１
日
９
時

・
１０
時
半
・
１３
時
半
／
長
峰

墓
地
・
安
静
寺
・
メ
モ
リ
ア

ル
彩
雲

◆
西
東
京

▽
実
行
委
員
会
「
秋
の
食
楽

祭
」
本
部
が
韓
国
物
産
展
出

店

２２
日
１１
時
／
立
川
駅
南

口◆
新

潟

▽
新
潟
大
学
「
新
潟
大
学
訪

問
授
業
」

２
日
１３
時
半
／

新
潟
韓
国
会
館

◆
福

岡

▽
小
竹
町
「
松
岩
菩
提
慰
霊

祭
」

４
日
１０
時
／
松
岩
菩

提
慰
霊
塔
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社

会
教
育
団
体
ベ
ル
ポ
会
「
韓

日
中
児
童
友
好
絵
画
展
」

１０
～
１２
日
・
１７
～
１８
日
／
福

岡
市
庁
・
北
九
州
市
庁

◆
長

崎

▽
仁
位
孝
雄
「
『
朝
鮮
通
信

使
の
道
』
写
真
展
」

２０
～

３０
日
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局

ギ
ャ
ラ
リ
ー

在
日
が
体
現
す
る
民
族
精
神

李
俊
揆
大
使
の
光
復
節
祝
辞
を
読
ん
で

貢
献
史
を
韓
国
教
科
書
に

民
団
と
公
館
が
力
合
わ
せ
て

「
朝
鮮
通
信
使
」
行
列
再
現

馬

関

ま
つ
り

光
復
７１
周
年
式
典

各
地
で

創団７０周年も

釜山市 姉妹友好提携４０周年 下関市

民論団論

朴
泰
樹
（
７０
）

東
京
都
・
文
筆
業

９月の

予 定
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夏
休
み
を
同
胞
の
仲
間
と
遊
び
尽
く
そ
う
と
、
各
地
で
オ
リ
ニ
キ
ャ
ン
プ
が
続
い
て
い
る
。
初
め
て
会
っ
て
も
オ

リ
ニ
ど
う
し
、
仲
良
く
な
る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
い
。
豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
、
プ
ー
ル
で
水
遊
び
を
楽
し
み
、

民
俗
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
短
い
時
間
な
が
ら
韓
国
語
の
勉
強
に
も
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。
オ
リ
ニ
の
世

話
に
あ
た
っ
た
民
団
や
青
年
会
の
役
員
は
、「
オ
リ
ニ
が
成
長
し
て
青
年
会
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

「
将
来
の
夢
」に

希
望
を
託
し
て

民
団
青
森
本
部
（
趙
重
憲

団
長
）
は
７
月
２５
、
２６
の
両

日
、
岩
手
県
花
巻
市
の
ホ
テ

ル
で
開
催
。
３
歳
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
２０
人
が
参
加
し

た
。
学
習
時
間
に
は
担
当
講

師
か
ら
ハ
ン
グ
ル
を
楽
し
く

学
ん
だ
。
２
日
目
は
屋
内
外

２
つ
の
プ
ー
ル
で
思
い
切
り

楽
し
ん
だ
。
趙
団
長
は
「
青

森
民
団
の
将
来
の
夢
で
あ
る

青
少
年
の
た
め
な
ら
私
た
ち

は
な
ん
で
も
や
る
つ
も
り
で

す
」
と
激
励
し
た
。

民
団
宮
城
本
部
（
金
政
郁

団
長
）
は
７
月
１６
日
か
ら
３

日
間
、
加
美
町
の
宿
泊
研
修

施
設
で
開
催
。
秋
田
か
ら
も

オ
リ
ニ
を
迎
え
、
合
わ
せ
て

３２
人
で
仲
良
く
プ
ー
ル
、
す

い
か
割
り
の
ほ
か
、
夜
は
花

火
に
興
じ
た
。
工
芸
の
時
間

に
は
韓
国
の
う
ち
わ
作
り
に

励
み
、
遊
び
を
取
り
入
れ
た

韓
国
語
の
学
習
に
も
熱
心
に

取
り
組
ん
だ
。

子
ど
も
た
ち
の
世
話
に
あ

た
っ
た
青
年
会
宮
城
の
役
員

は
、
「
班
長
た
ち
の
意
識
が

高
く
、
オ
リ
ニ
た
ち
の
成
長

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
語
っ
た
。

例
年
上
回
る
百
人

規
模
拡
大
し
開
催

青
年
会
東
京
本
部
（
鄭
昇

栄
会
長
）
は
１９
～
２１
日
ま
で

の
３
日
間
、
山
梨
県
笛
吹
市

で
実
施
。
今
年
は
１
０
０
人

近
い
申
し
込
み
が
あ
り
、
例

年
よ
り
規
模
を
拡
大
し
て
の

開
催
と
な
っ
た
。

２
日
目
の
発
表
会
で
は
班

ご
と
に
ダ
ン
ス
や
演
劇
を
披

露
し
た
。
キ
レ
の
あ
る
Ｋ
ー

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
に
会
場
が
盛

り
上
が
っ
た
。
最
終
日
に
は

キ
ャ
ン
プ
の
思
い
出
を
し
た

た
め
、
仲
間
た
ち
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
だ
。鄭
会
長
は「
成

長
し
た
オ
リ
ニ
が
次
か
ら
は

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

青
年
会
に
関
わ
っ
て
い
く
。

こ
の
次
世
代
育
成
の
流
れ
を

よ
り
強
め
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

関
東
４
県
合
同

班
別
発
表
会
も

民
団
群
馬
と
千
葉
、栃
木
、

山
梨
は
４
県
合
同
。
オ
リ
ニ

４３
人
が
参
加
し
た
に
ぎ
や
か

な
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。
引

率
の
各
本
部
役
員
、
実
務
者

と
と
も
に
１７
か
ら
１９
日
ま
で

群
馬
県
の
東
毛
自
然
少
年
の

家
で
友
情
を
育
ん
だ
。

２
日
目
に
は
各
班
が
そ
れ

ぞ
れ
出
し
物
を
決
め
、
発
表

会
を
行
っ
た
。審
査
の
結
果
、

優
勝
チ
ー
ム
に
は
賞
品
が
贈

ら
れ
た
。
ま
た
、
参
加
の
す

べ
て
の
班
に
参
加
賞
が
渡
さ

れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
の
自
炊
や
２
時
間
が

か
り
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
も

あ
り
、
充
実
し
た
３
日
間
を

過
ご
し
た
。

民
団
長
野
本
部
（
朴
永
大

団
長
）
は
５
、
６
の
両
日
、

山
梨
県
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然

の
家
で
「
在
日
オ
リ
ニ
夏
季

キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
。
参
加

者
は
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

幅
広
く
、
１８
人
を
数
え
た
。

こ
の
な
か
に
は
新
定
住
者
の

子
弟
も
見
ら
れ
た
。

初
日
は
ク
イ
ズ
形
式
で
楽

し
く
「
祖
国
の
色
々
」
を
学

ん
だ
。
こ
の
ほ
か
、
韓
国
の

工
芸
品
を
つ
く
り
、
「
カ
ン

ガ
ン
ス
ル
レ
」
で
全
身
を
動

か
し
た
。

民
団
岐
阜
本
部
（
董
勝
正

団
長
）
は
４
、
５
の
両
日
、

岐
阜
県
山
県
市
の
伊
自
良
湖

荘
で
オ
リ
ニ
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
し
た
。
婦
人
会
岐
阜
本
部

（
黄
清
子
会
長
）と
の
共
催
。

２０
人
が
参
加
。
韓
国
の
民

俗
遊
び
に
興
じ
、
本
名
の
読

み
方
な
ど
を
勉
強
し
た
。
食

事
は
婦
人
会
が
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
ス
タ
イ
ル
の
料
理
を
用
意

し
た
。
董
団
長
は
「
若
手
の

オ
モ
ニ
た
ち
を
発
掘
し
、
次

世
代
育
成
に
も
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
た
。

支
部
会
館
で
宿
泊

民
団
の
歴
史
学
ぶ

民
団
大
阪
・
八
尾
支
部（
朴

清
支
団
長
）
は
同
支
部
会
館

で
の
開
催
。
園
児
と
小
学
生

１０
人
が
６
日
か
ら
翌
７
日
ま

で
泊
ま
り
が
け
で
参
加
し

た
。
初
日
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
で
オ
リ
ニ
を
歓

迎
。
８
月
が
誕
生
日
の
参
加

者
は
ケ
ー
キ
と
ス
イ
カ
で
祝

っ
た
。
オ
リ
ニ
は
「
こ
ん
な

に
も
た
く
さ
ん
の
人
に
祝
っ

て
も
ら
う
な
ん
て
」
と
喜
ん

で
い
た
。
夜
は
野
外
に
出
て

花
火
を
楽
し
ん
だ
。
宋
金
出

同
支
部
顧
問
が
民
団
の
歴
史

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

民
団
滋
賀
本
部
（
朴
鍾
文

団
長
）
が
２１
日
、
草
津
・
矢

橋
帰
帆
島
公
園
内
で
実
施
し

た
キ
ャ
ン
プ
に
は
オ
リ
ニ
１０

人
が
参
加
。
朴
鍾
文
団
長
、

青
年
会
、
婦
人
会
の
ス
タ
ッ

フ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
過
ご

し
た
。

京
都
国
際
学
園
教
諭
の
金

英
芝
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

タ
ル
チ
ュ
ム
面
の
色
付
け
や

韓
国
の
遊
び
「
ト
ゥ
ホ
（
壺

入
れ
）
」
な
ど
を
体
験
。
昼

食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
挟
ん

で
、
ス
イ
カ
割
り
、
プ
ー
ル

遊
び
も
楽
し
ん
だ
。

力いっぱい飛びはね、踊るオリニたち（青年会東京）

【
茨
城
】
韓
日
両
国
の
現

役
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業

実
践
を
持
ち
寄
り
、
交
流
す

る
第
２２
回
日
韓
合
同
授
業
研

究
会
潮
来
交
流
会
が
１
日
ま

で
３
日
間
、
開
か
れ
た
。

今
年
の
交
流
テ
ー
マ
は

「
記
憶
さ
れ
な
い
歴
史
は
繰

り
返
さ
れ
る
～
関
東
大
震
災

か
ら
」
。
合
わ
せ
て
３
本
の

授
業
報
告
と
２
本
の
特
別
報

告
が
あ
り
、
韓
国
か
ら
訪
日

し
た
教
師
、
学
生
、
市
民
と

と
も
に
討
論
を
行
っ
た
。

慶
州
甘
浦
初
等
学
校
の
教

師
は
、
１
年
生
が
関
東
大
震

災
（
１
９
２
３
年
）
と
い
う

歴
史
的
事
実
を
理
解
で
き
る

よ
う
、
１
年
１
組
１９
人
の
ク

ラ
ス
に
言
葉
も
身
な
り
も
違

う
他
国
か
ら
５
人
の
子
ど
も

た
ち
が
転
向
し
て
き
た
ら
ど

う
す
る
か
と
い
う
寓
話
に
置

き
換
え
た
。
１
年
１
組
の
生

徒
が
日
本
人
で
、
転
校
生
が

日
本
に
や
っ
て
き
た
朝
鮮
人

の
設
定
。
先
生
は
日
本
政
府

と
い
う
役
割
だ
。

授
業
で
子
ど
も
た
ち
は
我

が
身
に
置
き
換
え
、
違
う
も

の
に
対
す
る
本
能
的
な
拒
否

感
を
示
し
た
。
あ
る
日
、
何

者
か
に
椅
子
が
壊
さ
れ
る
事

件
が
起
き
る
と
、
子
ど
も
た

ち
の
間
で
見
知
ら
ぬ
転
校
生

の
仕
業
と
い
う
噂
話
が
流
れ

る
。
す
る
と
、
噂
を
信
じ
た

子
ど
も
た
ち
が
転
校
生
を
い

じ
め
る
。
子
ど
も
た
ち
は
授

業
で
、
椅
子
が
壊
さ
れ
た
こ

と
が
事
実
か
ど
う
か
よ
り
誰

が
や
っ
た
の
か
に
大
き
な
関

心
を
示
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
最
後
ま
で

傍
観
者
的
な
態
度
を
示
し
た

先
生
に
一
種
の
憤
り
す
ら
見

せ
た
。
誤
っ
た
考
え
を
変
え

る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど

大
変
な
の
か
が
う
か
が
い
知

れ
る
。

授
業
の
狙
い
は
朝
鮮
人
虐

殺
と
い
う
事
態
が
二
度
と
起

こ
ら
ぬ
よ
う
考
え
、
行
動
す

る
力
を
育
む
こ
と
。
教
師
は

「
逆
の
立
場
だ
っ
た
ど
う
す

る
の
か
」
を
考
え
さ
せ
よ
う

と
、
２
時
限
目
に
あ
る
絵
本

を
読
み
聞
か
せ
た
。す
る
と
、

３
時
限
目
の
授
業
で
１
年
１

組
の
子
ど
も
た
ち
は
和
解
と

仲
裁
に
大
き
く
舵
を
切
り
、

「
大
事
な
の
は
転
校
生
へ
の

謝
罪
。
受
け
入
れ
て
く
れ
る

ま
で
は
謝
罪
を
続
け
る
」と
、

教
師
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た

反
応
を
示
し
た
。

授
業
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
、「
し
っ
か
り
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
友
だ
ち
と
も
一
緒
に
遊

ぶ
」と
感
想
を
し
た
た
め
た
。

愛
知
・
中
村
は

名
中
と
合
同
で

民
団
愛
知
・
中
村
支
部（
韓

一
星
支
団
長
）
と
名
中
支
部

（
朴
景
子
支
団
長
）
合
同
の

「
オ
リ
ニ
教
室
」
が
７
日
、

中
村
支
部
会
館
で
開
か
れ
、

３
歳
か
ら
中
学
２
年
ま
で
の

オ
リ
ニ
１３
人
（
中
村
９
人
、

名
中
４
人
）
が
参
加
し
た
。

一
昨
年
か
ら
中
村
支
部
の
声

が
け
で
始
ま
っ
た
も
の
で
、

名
中
支
部
と
の
合
同
は
初
め

て
。韓

支
団
長
は「
今
日
一
日
、

楽
し
ん
で
た
く
さ
ん
友
だ
ち

を
作
っ
て
」
と
激
励
。
朴
支

団
長
も
「
名
中
か
ら
の
参
加

者
は
少
な
い
が
、
み
ん
な
元

気
い
っ
ぱ
い
で
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。韓

国
語
で
絵
本
を
朗
読
し

た
あ
と
、
動
物
や
虫
な
ど
の

読
み
方
を
韓
国
語
で
勉
強
し

た
。
ス
イ
カ
や
ト
ッ
ポ
ギ
、

ド
ー
ナ
ツ
な
ど
の
お
や
つ
を

食
べ
た
あ
と
は
、
ユ
ン
ノ
リ

や
チ
ェ
ギ
チ
ャ
ギ
な
ど
韓
国

の
民
俗
遊
び
に
挑
戦
。

ト
ゥ
ホ（
壺
入
れ
）で
は
、

み
ん
な
負
け
じ
と
真
剣
な
眼

差
し
で
、
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

ト
ゥ
ホ
（
壷
入
れ
）
を
楽
し
む
オ
リ
ニ
（
愛
知
）

ボール運びリレーを楽しむオリニ（関東４県合同）

授業報告に耳を傾ける韓日両国の参加者（潮来市）

【
和
歌
山
】
韓
国
釜
山
の

金
海
亀
山
初
等
学
校
（
申
相

國
校
長
）
６
年
生
１５
人
が
１

日
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
和

歌
山
を
訪
れ
た
。
民
団
和
歌

山
本
部
（
孫
文
敏
団
長
）
主

催
の
韓
日
交
流
事
業
で
、
昨

年
は
、
市
内
の
小
学
生
ら
８

人
が
同
初
等
学
校
を
訪
れ
て

い
る
。

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

は
、
和
歌
山
県
国
際
交
流
協

会
か
ら
紹
介
を
う
け
た
日
本

の
家
庭
３
カ
所
と
、
団
員
宅

ら
５
カ
所
で
２
泊
３
日
を
過

ご
し
た
。

初
日
、
同
協
会
で
開
か
れ

た
対
面
式
で
は
、
ホ
ー
ム
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
生
徒
た
ち
が
対

面
し
、
あ
い
さ
つ
や
握
手
を

交
わ
し
た
。

申
校
長
は
「
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
た
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

韓
国
と
日
本
の
役
に
立
つ
人

間
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
同
協

会
の
城
山
雅
宏
外
国
人
生
活

相
談
室
長
も
「
日
本
の
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
思
っ
て

楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
た
。

孫
団
長
も
「
和
歌
山
名
産

の
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
り
、
日

本
の
遊
び
や
文
化
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て

い
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終

え
た
一
行
は
、
兵
庫
県
神
戸

市
に
移
動
し
、
防
災
セ
ン
タ

ー
な
ど
を
見
学
し
た
。

ヘ
イ
ト
本
に
異
議

「
表
現
の
自
由
」も

出
版
労
連
シ
ン
ポ

「
差
別
や
憎
し
み
を
飯
の

種
に
し
た
く
な
い
」

。

ヘ
イ
ト
出
版
に
異
議
を
唱
え

る
出
版
人
・
出
版
業
界
の
関

係
者
が
、
あ
る
べ
き
表
現
の

自
由
の
問
題
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
こ
の
ほ
ど
東
京

都
内
で
開
い
た
。
５
月
に
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
が
成

立
し
た
こ
と
か
ら
「
あ
ら
た

め
て
議
論
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
」
と
し
て
出
版
労

連
が
主
催
。
編
集
者
や
ラ
イ

タ
ー
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
し
た
。

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
排

外
主
義
に
加
担
し
な
い
出
版

関
係
者
の
会
」
の
岩
下
結
さ

ん
（
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｒ
）
は
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
属
性
を
攻
撃

対
象
と
す
る
「
ヘ
イ
ト
本
」

の
存
在
に
「
表
現
の
自
由
」

を
対
置
さ
せ
る
思
考
か
ら
の

脱
却
を
訴
え
た
。

「
メ
デ
イ
ア
は
『
表
現
の

自
由
』
を
享
受
す
る
だ
け
で

い
い
の
か
。
メ
デ
ィ
ア
と
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
対
等
の
空

間
で
お
互
い
の
言
論
を
ぶ
つ

か
り
あ
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
は

攻
撃
さ
れ
て
も
反
論
で
き

ず
、
沈
黙
を
強
い
ら
れ
る
だ

け
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
お

と
し
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ

れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

中
立
性
、
公
共
性
に
疑
問
符

が
つ
く
。
表
現
の
自
由
に
は

一
定
の
責
任
が
伴
う
」

一
方
、
弁
護
士
の
水
口
洋

介
さ
ん（
東
京
法
律
事
務
所
）

は
、
「
表
現
の
自
由
の
規
制

に
は
厳
格
な
審
査
が
必
要
」

と
述
べ
、
規
制
の
乱
用
に
は

慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
た
。

会
場
で
取
材
し
て
い
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
田
浩
一

さ
ん
は
自
ら
の
レ
ポ
ー
ト

「
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
」
の
な

か
で
、
「
規
制
す
べ
き
か
否

か
、
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
我
々
に
社
会
を
壊
し
て

い
る
と
い
う
自
覚
が
あ
る
の

か
、
そ
う
し
た
出
版
物
を
き

ち
ん
と
批
判
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
出
版
界
の
具
体

的
な
取
り
組
み
こ
そ
が
、
い

ま
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
思
う
」
と
述
べ
た
。

白
頭
学
院
建
国

高
敬
弼
理
事
長
に

国
民
勲
章
牡
丹
章

【
大
阪
】
白
頭
学
院
建
国

学
校
（
高
敬
弼
理
事
長
、
李

光
衡
校
長
）
の
高
理
事
長
が

こ
の
間
の
民
族
教
育
へ
の
貢

献
を
認
め
ら
れ
、
国
民
勲
章

牡
丹
章
を
授
与
さ
れ
た
。
伝

授
式
は
１７
日
、
駐
大
阪
総
領

事
館
（
河
泰
允
総
領
事
）
で

行
わ
れ
た
。

河
総
領
事
は
「
同
胞
社
会

に
お
い
て
民
族
教
育
へ
の
関

心
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
祝
福
し
た
。

高
理
事
長
は
、
「
ま
さ
か

私
が
、
と
い
う
驚
き
と
う
れ

し
さ
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
こ
れ

は
私
だ
け
で
な
く
、
学
校
の

名
誉
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
在
日
教
育
に
尽
く
し
て
い

く
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

民
団
大
阪
本
部
か
ら
鄭
鉉

権
団
長
と
金
明
弘
副
団
長
、

学
校
関
係
者
も
含
め
３０
人
が

お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
。

牡
丹
章
を
受
章
し
た
高
理
事
長
（
左
）

３０
回
目
を
迎
え
た

堺
市
ハ
ギ
ハ
ッ
キ
ョ

民
団
堺
支
部
が
支
援

【
大
阪
】
堺
市
在
日
外
国

人
教
育
研
究
会
と
同
市
教
委

共
催
の「
ハ
ギ
ハ
ッ
キ
ョ（
夏

期
学
校
）
」
が
７
月
２８
、
２９

の
両
日
、
堺
市
立
堺
高
等
学

校
で
開
か
れ
、
韓
半
島
に
ル

ー
ツ
を
も
つ
児
童
４７
人
が
参

加
し
た
。
今
年
で
３０
回
目
の

開
催
を
記
念
し
て
、
金
剛
学

園
（
小
４
、
小
５
）
の
児
童

た
ち
が
サ
ム
ル
ノ
リ
を
披

露
。
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
も
、
他
の
児
童
た
ち

は
、
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら

楽
し
ん
だ
。

テ
ー
マ
曲
の「
ア
リ
ラ
ン
」

を
全
員
で
合
唱
し
た
あ
と
、

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
好

き
な
色
を
使
っ
た
ノ
リ
ゲ
や

旗
を
作
り
、
午
後
か
ら
は
、

ペ
ン
イ
や
ノ
ル
テ
ィ
ギ
、
ト

ゥ
ホ
な
ど
、
民
俗
遊
び
で
盛

り
上
が
っ
た
。

当
初
か
ら
ハ
ギ
ハ
ッ
キ
ョ

を
支
援
し
て
い
る
民
団
堺
支

部
の
呉
景
萬
支
団
長
は
「
こ

ん
な
に
も
長
く
継
続
し
て
い

る
こ
と
に
驚
き
を
か
く
せ
な

い
。
先
生
た
ち
の
努
力
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も
う
れ

し
い
」
と
喜
ん
で
い
た
。

ホームステイ先に向かう小学生ら

今
春
、
映
画

大
学
を
巣
立
っ

た
在
日
３
世
の

全
智

愛

さ

ん

が
、
監
督
作
品

と
し
て
つ
く
っ

た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ

ー

映

画

「
愛
し
き
ト
ラ

ヂ
」
を
、
卒
業

制
作
発
表
会
に

続
き
も
う
一
度

観
よ
う
と
思
い
た
っ
た
。
会
場
が
川

崎
市
ふ
れ
あ
い
館
だ
っ
た
か
ら
だ
。

映
画
に
出
演
し
て
い
る
ハ
ル
モ
ニ
ら

が
、
「
自
分
の
作
品
」
を
初
め
て
観

た
ら
、
ど
う
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。
そ

ん
な
好
奇
心
が
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

さ
ら
さ
れ
て
い
た
桜
本
の
地
域
が
、

卑
劣
な
差
別
に
負
け
ず
、
多
文
化
共

生
と
い
う
本
来
の
活
力
を
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
願
っ
た
か
ら
だ
。

映
画
は
同
胞
多
住
地
域
に
住
む
ハ

ル
モ
ニ
ら
の
た
く
ま
し
く
生
き
る
日

常
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

「
自
分
は
韓
国
人
な
の
か
、
日
本
人

な
の
か
」と
い
う
在
日
に
と
っ
て
は
、

永
遠
の
問
題
提
起
が
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
っ
て
い
た
。

監
督
自
身
、
日
本
名
を
名
乗
っ
て

い
た
小
学
生
の
時
、
韓
国
人
だ
と
知

ら
れ
て
友
達
の
一
人
が
去
っ
て
行
っ

た
辛
い
記
憶
が
あ
る
。
大
学
２
年
の

時
、韓
国
に
１
年
留
学
。出
自
に
悶
々

と
し
な
が
ら
十
数
年
ぶ
り
に
江
原
道

の
母
方
の
ハ
ル
モ
ニ
を
訪
ね
、
つ
か

え
て
い
た
胸
の
う
ち
を
吐
露
し
た
。

「
私
は
何
人
？
」
。
孫
娘
の
思
い
つ

め
た
表
情
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
ハ

ル
モ
ニ
は
淡
々
と
答
え
た
。
「
そ
れ

で
も
あ
ん
た
は
韓
国
人
だ
よ
」
。
そ

の
言
葉
で
吹
っ
切
れ
た
。
日
本
に
戻

り
、本
名
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
級
生
の
日
本
人
制
作
ス
タ
ッ
フ

か
ら
は
、
在
日
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
部
分
は
カ
ッ
ト
す
べ
き
と
言
わ

れ
、
意
見
対
立
で
何
度
も
制
作
が
中

断
し
た
。
だ
が
、
「
こ
の
部
分
が
映

画
の
肝
だ
」
と
譲
ら
な
か
っ
た
。

今
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
会

社
で
働
き
、「
映
像
で
し
か
で
き
な
い

情
報
発
信
を
し
た
い
」と
語
る
。在
日

の
次
世
代
が
こ
れ
か
ら
放
る
ボ
ー
ル

を
、き
ち
っ
と
受
け
止
め
た
い
。（
Ｃ
）

江
原
道
で
日
本
の

七
夕
文
化
を
紹
介

市
民
交
流
ツ
ア
ー

【
鳥
取
】
民
団
鳥
取
本
部

（
薛
幸
夫
団
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
２
泊
３
日
の
日
程
で
県

と
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る

江
原
道
へ
の
市
民
交
流
ツ
ア

ー
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
山
陰

地
区
唯
一
の
国
際
定
期
路
線

を
運
航
す
る
ア
シ
ア
ナ
航
空

へ
の
側
面
支
援
を
目
的
と
し

て
い
る
。
県
東
部
地
区
日
韓

親
善
協
会
と
の
共
催
で
、
薛

団
長
が
引
率
責
任
者
を
務
め

た
。参

加
者
は
６２
人
と
、
こ
こ

１０
数
年
続
く
ツ
ア
ー
の
な
か

で
は
最
大
規
模
。
交
流
の
あ

り
方
も
様
変
わ
り
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
食
文
化
の
交
流
が

中
心
だ
っ
た
が
、
日
本
の
文

化
、
社
会
の
一
端
を
知
ら
せ

る
こ
と
に
重
き
を
置
き
、
さ

ら
に
こ
の
交
流
を
次
世
代
に

引
き
継
ご
う
と
し
た
。
こ
の

た
め
学
生
や
児
童
、
園
児
の

参
加
に
も
力
を
入
れ
た
。

７
月
に
ち
な
ん
で
紹
介
し

よ
う
と
考
え
た
の
が
、
日
本

の
伝
統
文
化
で
あ
る
七
夕
。

１６
日
、
春
川
市
郊
外
の
江
原

道
視
聴
者
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
道
民
と
の

親
善
交
流
会
に
は
江
原
道
側

か
ら
２
４
０
人
が
参
加
。
一

緒
に
な
っ
て
七
夕
の
飾
り
付

け
を
行
い
、
短
冊
に
願
い
を

託
し
た
。
韓
国
の
子
ど
も
た

ち
は
絵
本
で
読
み
聞
か
せ
た

日
本
の
七
夕
伝
説
に
目
を
輝

か
せ
て
い
た
。

次
回
は
江
原
道
か
ら
３０
人

が
鳥
取
を
訪
問
す
る
。

韓
日
友
好
願
い

石
塔
フ
ェ
ス
タ

民
団
滋
賀
も
一
役

【
滋
賀
】
第
２７
回
石
塔
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
２１
日
、
東

近
江
市
石
塔
町
の
石
塔
交
流

公
園
一
帯
で
行
わ
れ
た
。
民

団
滋
賀
本
部
か
ら
朴
鍾
文
団

長
、
李
龍
吉
副
団
長
ら
が
参

席
し
、
三
重
石
塔
前
で
の
護

摩
焚
き
、
行
燈
の
小
路
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
出
店
や
バ

ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
シ
ョ

ー
な
ど
に
一
役
か
っ
た
。

同
フ
ェ
ス
タ
は
、
石
塔
寺

に
あ
る
三
重
石
塔
が
、
韓
国

の
扶
余
に
よ
く
似
た
石
塔
が

あ
っ
た
こ
と
、
百
済
か
ら
渡

来
し
た
人
々
が
建
立
し
た
と

言
う
説
が
縁
で
韓
国
・
場
岩

面
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
韓

日
交
流
が
続
い
て
い
る
も

の
。

地
域
住
民
と
共
生

今
年
も
納
涼
祭
り

民
団
八
尾
支
部

【
大
阪
】
民
団
大
阪
・
八

尾
支
部
（
朴
清
支
団
長
）
は

７
月
３０
日
、
同
支
部
に
隣
接

す
る
駐
車
場
で
恒
例
と
な
っ

た「
地
域
交
流
納
涼
ま
つ
り
」

を
開
催
し
た
。

朴
支
団
長
は
「
地
域
と
の

共
生
社
会
を
作
る
こ
と
を
目

的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
団
員

と
地
域
住
民
に
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
、私
た
ち
の
仕
事
。

お
お
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ハ
ル
モ

ニ
た
ち
や
団
員
、
地
域
住
民

ら
２
０
０
人
以
上
が
海
苔
巻

き
や
チ
ヂ
ミ
、
お
で
ん
、
カ

レ
ー
な
ど
を
美
味
し
そ
う
に

頬
張
り
な
が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
ん
だ
。

山
本
祐
三
八
尾
副
市
長
や

谷
畑
孝
衆
議
院
議
員
ら
も
駆

け
付
け
、
参
加
者
た
ち
と
楽

し
ん
だ
。

次世代のボール受けとめたい

「日韓合同授業研究会」

現場での実践
持ち寄り討論

心
に
刻
む
関
東
大
震
災
の
記
憶

夏
休
み

遊
び
尽
く
せ

オ
リ
ニ
キ
ャ
ン
プ
最
高
潮

釜
山
か
ら
小
学
生
招
待

民
団
和
歌
山

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
橋
渡
し

第２８４７号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１６年８月２４日（水曜日）（５）
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展示会

講演会

映画会

韓
国

豊
か
な
風
土

地域色あふれる秋の祭り
安
東
国
際
仮
面
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�
写
真
�上

百
済
文
化
祭
の
人
型
の
ラ
ン
タ
ン
�
写
真
�下

現
代
語
学
塾
は
１
９
７
０
年

１０
月
、
南
新
宿
の
木
造
２
階
建

て
の
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
の
１
階

を
間
借
り
し
て
、
開
校
し
た
。

初
期
の
講
師
は
大
村
益
夫
さ

ん
、
故
梶
村
秀
樹
さ
ん
、
故
長

璋
吉
さ
ん
ら
。
若
者
た
ち
が
集

ま
っ
て
熱
く
語
り
合
う
夜
も
多

く
、
２
階
に
住
む
お
婆
さ
ん
か

ら
「
う
る
さ
い
」
と
、
よ
く
怒

鳴
ら
れ
た
そ
う
だ
。

実
は
現
代
語
学
塾
は
、
金
嬉

老
事
件
（
１
９
６
８
年
）
の
公

判
対
策
委
員
会
を
設
立
母
体
に

ス
タ
ー
ト
し
た
集
ま
り
だ
。
在

日
の
人
権
問
題
に
関
心
を
寄
せ

る
日
本
人
が
、
互
い
の
距
離
を

縮
め
る
た
め
に
は
言
葉
を
学
ぶ

べ
き
だ
と
考
え
て
、
語
学
講
座

を
始
め
た
の

だ
。
そ
の
歩

み
は
、
今
年

で
４６
年
に
な
る
。

そ
の
間
、
現
代
語
学
塾
で
教

え
た
り
学
ん
だ
り
し
た
人
の
中

か
ら
は
、
日
本
の
大
学
で
朝
鮮

文
学
や
語
学
な
ど
を
教
え
る
先

生
、
翻
訳
家
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
材
が
出
た
。

佐
藤
久
さ
ん
（
６５
）
は
、
２

０
０
３
年
か
ら
現
代
語
学
塾
の

運
営
に
携
わ
り
は
じ
め
た
。
京

都
育
ち
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
周

囲
に
は
在
日
が
た
く
さ
ん
い

た
。
朴
慶
植
著
の
『
朝
鮮
人
強

制
連
行
の
記
録
』
を
読
み
、
在

日
の
歴
史
を
知
っ
た
。

東
京
で
高
校
３
年
の
と
き
、

通
学
途
中
に
和
田
春
樹
さ
ん
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
の
チ
ラ

シ
を
受
け
取
り
、
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
の
市
民
運
動
に
参
加
し
た
。

大
学
で
第
二
外
国
語
と
し
て
朝

鮮
語
を
学
ぶ
こ
と
は
、
佐
藤
さ

ん
に
と
っ
て
は
当
然
の
選
択
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
在
日

の
人
権
を
守
る
た
め
の
運
動
に

加
わ
り
、
ひ
と
り
言
葉
を
学
び

続
け
た
。

佐
藤
さ
ん
は
近
年
、
現
代
語

学
塾
で
初
級
者
向
け
の
講
座
も

受
け
持
っ
た
。
塾
の
赤
字
補
填

が
、そ
の
動
機
だ
っ
た
と
い
う
。

「
私
は
万
年
中
級
の
、
オ
ン
ト

リ
（
は
っ
た
り
）
講
師
で
す
」

と
自
嘲
す
る
が
、
穏
や
か
な
話

し
ぶ
り
の
奥
に
は
、
強
い
意
志

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

現
代
語
学
塾
で
学
ん
で
い
る

の
は
、
現
在
４０
人
ほ
ど
。
塾
の

始
ま
っ
た
こ
ろ
の
生
徒
は
２０
代

が
中
心
だ
っ
た
が
、
今
や
平
均

年
齢
は
６０
歳
を
超
え
る
そ
う

だ
。
最
高
齢
は
８５
歳
。
細
々
と
、

し
か
し
粘
り
強
く
勉
強
を
続
け

る
人
た
ち
が
、
目
白
に
あ
る
教

室
に
通
っ
て
く
る
。

現
代
語
学
塾
に
は
、
「
ク
ル

パ
ン
」
と
い
う
塾
報
が
あ
る
こ

と
も
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
。

開
校
当
初
か
ら
刊
行
を
始
め
、

活
動
の
記
録
や
情
報
交
換
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ガ
リ
版
刷
り

で
始
ま
っ
た
も
の
が
冊
子
と
な

り
、
さ
ら
に
既
刊
の
号
を
ま
と

め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
も
発
行
さ
れ
、

増
補
・
改
訂
を
重
ね
て
い
る（
５

０
０
０
円
）。

開
校
当
初
か
ら
続
い
て
き
た

「
思
想
講
座
・
公
開
講
座
」
の

記
録
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
、
進
め

ら
れ
て
い
る
。
文
学
や
言
語
、

歴
史
、
社
会
問
題
な
ど
、
様
々

な
講
座
が
開
か
れ
て
き
た
。
言

葉
を
学
ぶ
に
留
ま
ら
な
い
、
文

化
を
学
び
共
感
す
る
語
学
塾
の

活
動
の
様
子
が
、
そ
こ
か
ら
も

見
て
と
れ
る
。

塾
生
の
高
齢
化
が
進
み
、
２

０
２
０
年
に
開
校
５０
周
年
を
迎

え
た
ら
、
そ
こ
で
一
区
切
り
で

は
な
い
か
、
と
佐
藤
さ
ん
は
話

す
。
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
語
教

育
の
礎
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
語
学
塾
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
私
は
胸
の
熱
く
な
る
思
い

が
す
る
。

社
会
の
変
化
や
時
代
の
流
れ

に
よ
っ
て
、
学
ぶ
人
の
嗜
好
も

変
わ
り
、
学
び
方
も
多
様
化
し

た
。
韓
国
の
言
葉
や
文
化
に
関

心
を
持
つ
日
本
人
も
増
え
た
。

し
か
し
在
日
の
歴
史
や
人
権
に

つ
い
て
、
深
く
考
え
る
日
本
人

は
、
そ
れ
ほ
ど
増
え
た
だ
ろ
う

か
。現

代
語
学
塾
は
、
在
日
と
共

に
生
き
る
た
め
の
語
学
講
座
だ

っ
た
。
道
な
き
と
こ
ろ
に
道
を

拓
い
た
人
々
が
い
た
こ
と
を
、

長
く
記
憶
に
留
め
た
い
。

（
作
家
）

韓
国
で
は
１
年
間
を
通
じ
て
、
多
彩
な
祭
り
が
開
か
れ
て
い
る
。
個
性
的
な
祭
り
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
豊
富
な
の
で
、
行
楽
の
季
節
の
秋
に
は
家
族
連
れ
で
訪
ね
て
み
た

い
。
下
半
期
の
祭
り
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。（
写
真
提
供
・
韓
国
観
光
公
社
）

錦山高麗人参祭りで偉容を誇
る人参のオブジェ

◆
槐
山
唐
辛
子
祭
り
（
忠

清
北
道
槐
山
郡
）

良
質
で
有
名
な
槐
山
の
唐

辛
子
を
テ
ー
マ
に
毎
年
開

催
。
唐
辛
子
摘
み
や
唐
辛
子

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
、
試
食
会

な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
９
月

１
日
～
４
日
。

◆
大
田
孝
文
化
プ
リ
祭
り

（
大
田
市
中
区
）

氏
姓
を
テ
ー
マ
に
し
て
造

ら
れ
た
「
プ
リ
公
園
」
や
、

「
族
譜
博
物
館
」
で
は
自
分

の
プ
リ（
ル
ー
ツ
）を
探
し
、

韓
国
伝
統
の
「
孝
（
孝
行
）」

を
体
験
す
る
祭
り
。
「
孝
」

書
堂
体
験
、
朝
鮮
朝
時
代
の

両
班
ノ
リ
体
験
ほ
か
。
９
月

２３
日
～
２５
日
。

◆
百
済
文
化
祭
（
忠
清
南

道
公
州
市
）

百
済
の
歴
史
と
文
化
を
伝

え
る
国
内
最
高
の
祭
り
。
花

火
大
会
、熊
津
城
パ
レ
ー
ド
、

伝
統
民
俗
公
演
な
ど
。
９
月

２４
日
～
１０
月
２
日
。

◆
錦
山
高
麗
人
参
祭
り

（
忠
清
南
道
錦
山
郡
）

韓
国
最
大
の
高
麗
人
参
の

栽
培
地
で
開
催
さ
れ
る
代
表

的
な
祭
り
。
高
麗
人
参
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
が
展
示

さ
れ
て
い
る
錦
山
人
参
館
を

は
じ
め
国
際
人
参
交
易
展
と

い
っ
た
企
画
展
示
や
民
間
健

康
法
な
ど
の
健
康
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

９
月
２４
日
～
１０
月
３
日
。

◆
ソ
ウ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ソ

ウ
ル
市
中
区
）

ハ
イ
ソ
ウ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
名
称
を
変
え
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
ソ
ウ
ル
広
場
、

清
渓
広
場
、ソ
ウ
ル
駅
な
ど
、

各
所
で
開
催
。
レ
ベ
ル
の
高

い
ス
ト
リ
ー
ト
公
演
が
無
料

で
楽
し
め
る
。
９
月
２８
日
～

１０
月
２
日
。

◆
安
城
男
寺
党
バ
ウ
ド
ギ

祭
り
（
京
畿
道
安
城
市
）

朝
鮮
朝
時
代
後
期
、
村
を

周
り
な
が
ら
歌
や
踊
り
を
披

露
し
た
「
男
寺
党
」
と
、
男

寺
党
唯
一
の
女
性
親
分
を
指

す
「
バ
ウ
ド
ギ
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
祭
り
。
男
寺
党
の
華

麗
な
公
演
や
海
外
６
カ
国
の

民
族
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

２
０
０
種
以
上
の
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
め
る
。
９
月
２９
日
～

１０
月
３
日
。

◆
思
い
出
の
７
０
８
０
忠

壮
祭
り
（
光
州
市
東
区
）

光
州
東
区
地
域
が
最
も
栄

え
て
い
た
７０
～
８０
年
代
の
ス

ト
リ
ー
ト
文
化
が
テ
ー
マ
。

市
民
が
参
加
す
る
路
上
パ
レ

ー
ド
、
７０
～
８０
年
代
の
生
活

を
再
現
し
た
展
示
イ
ベ
ン

ト
、
思
い
出
の
遊
び
や
食
べ

物
体
験
、
外
国
人
パ
レ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
多
彩

な
内
容
。
９
月
２９
日
～
１０
月

３
日
。

◆
全
州
世
界
ソ
リ
祭
り

（
全
羅
北
道
全
州
市
）

韓
国
の
伝
統
音
楽
「
パ
ン

ソ
リ
」
を
中
心
と
し
た
世
界

音
楽
芸
術
祭
。
特
定
の
音
楽

ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、

一
般
の
人
た
ち
が
参
加
で
き

る
も
の
か
ら
各
分
野
の
世
界

的
に
も
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
演

を
満
喫
で
き
る
。
９
月
２９
日

～
１０
月
３
日
。

◆
富
平
風
物
大
祭
（
仁
川

市
富
平
区
）

仁
川
の
代
表
的
な
祭
り
。

国
内
外
の
伝
統
風
物
公
演
は

も
ち
ろ
ん
、
重
さ
８
�
、
長

さ
１
０
０
�
の
綱
を
約
２
０

０
０
人
で
引
く
綱
引
き
大
会

は
見
も
の
。
ス
ト
リ
ー
ト
国

楽
公
演
、
風
物
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
の
催
し
も
。
９
月
３０
日

～
１０
月
２
日
。

◆
安
東
国
際
仮
面
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
慶
尚
北
道
安

東
市
）

国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
の

代
表
的
な
公
演
団
体
が
参
加

し
て
民
俗
劇
公
演
を
披
露
。

韓
国
の
重
要
歴
史
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
別
神
グ

ッ
（
祈
祷
の
儀
式
）
仮
面
劇
」

な
ど
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
野
外
の
公
演
会
場
で

は
仮
面
を
テ
ー
マ
に
し
た
公

演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
９

月
３０
日
～
１０
月
９
日
。

◆
晋
州
南
江
流
灯
祭
り

（
慶
尚
南
道
晋
州
市
）

壬
辰
倭
乱
（
文
禄
・
慶
長

の
役
）の
と
き
、晋
州
城
の
戦

い
で
南
江
を
渡
ろ
う
と
す
る

敵
軍
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
に

軍
事
信
号
と
し
て
灯
籠
を
流

し
た
風
習
か
ら
始
ま
っ
た
祭

り
。
灯
籠
流
し
を
は
じ
め
体

験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
盛
り
だ

く
さ
ん
。１０
月
１
日
～
１６
日
。

◆
馬
山
カ
ゴ
パ
菊
花
祭
り

（
慶
尚
南
道
昌
原
市
）

馬
山
は
、
現
在
で
は
全
国

の
菊
花
栽
培
面
積
の
１３
�
を

占
め
て
い
る
場
所
で
、
自
他

と
も
に
認
め
る
菊
花
産
業
の

中
心
地
。
期
間
中
、
菊
香
大

典
、展
示
・
販
売
イ
ベ
ン
ト
を

は
じ
め
、
歌
謡
祭
、
芸
術
祭
、

国
楽
公
演
、
工
芸
品
制
作
体

験
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。１０
月
２９
日
～
１１
月
７
日
。

◆
光
州
世
界
キ
ム
チ
祭
り

（
光
州
市
南
区
）

「
見
る
祭
り
」
で
は
、
光

州
名
品
キ
ム
チ
事
業
広
報

館
、
キ
ム
チ
五
感
博
物
館
、

キ
ム
チ
芸
術
舞
台
な
ど
を
通

し
て
光
州
の
文
化
的
特
色
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
体

験
す
る
祭
り
」
で
は
、
キ
ム

チ
漬
け
体
験
、
キ
ム
チ
料
理

大
会
な
ど
を
開
催
。
１１
月
１８

日
～
２２
日
。

光州世界キムチ祭りのキムジ
ャン体験

韓
国
学
中
央
研
究
院
（
韓

中
研
）
は
、
独
立
運
動
家
で

あ
る
希
山
・
金
承
学
氏
（
１

８
８
１
～
１
９
６
４
）
が
所

蔵
し
て
い
た
「
愛
国
歌
」
歌

詞
の
記
録
紙
（
写
真
）
を
１４

日
、
公
開
し
た
。

Ａ
４
用
紙
半
分
サ
イ
ズ
の

半
紙
に
書
か
れ
た
こ
の
愛
国

歌
は
、
現
在
の
「
愛
国
歌
」

と
同
じ
よ
う
に
４
小
節
と
繰

り
返
し
部
分
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

１
節
「
白
頭
山
下
三
千
団

部
一
カ
所
に
集
ま
り
ハ
ン
ベ

様
が
建
国
さ
れ
た
わ
が
国
万

歳
」
、
２
節
「
高
く
て
丸
い

白
頭
山
は
わ
が
民
族
の
気
像

（
気
性
）で
、
美
し
く
深
い
天

地
物
は
わ
が
民
族
精
神
」、３

節
「
ウ
ラ
ル
山
か
ら
対
馬
ま

で
水
陸
数
万
里
わ

が
祖
先
が
楽
し
ま

れ
た
安
息
の
場
」

な
ど
の
歌
詞
に
な

る
。特

に
４
節
「
こ

の
気
像
と
こ
の
精

神
を
す
べ
て
合
わ

せ
苦
し
く
と
も
楽

し
く
と
も
国
を
愛

そ
う
」
と
、
繰
り

返
し
部
分
で
あ
る

「
無
窮
花
の
美
し
い
錦
繍
江

山

韓
民
族
韓
民
国
を
長
く

保
全
せ
よ
」
は
今
日
の
愛
国

歌
と
似
て
い
る
。

こ
の
記
録
紙
は
昨
年
８

月
、
金
承
学
氏
の
曽
孫
子
で

あ
る
金
ビ
ョ
ン
ギ
さ
ん
が
韓

中
研
蔵
書
閣
に
寄
託
し
た
独

立
運
動
資
料
２
５
０
点
余
り

の
中
か
ら
出
て
き
た
も
の

だ
。
金
承
学
氏
は
大
韓
民
国

臨
時
政
府
学
務
局
長
、
上
海

臨
時
政
府
機
関
紙
「
独
立
新

聞
」
発
行
人
、
臨
時
政
府
駐

満
州
陸
軍
参
議
部
参
議
長
を

歴
任
し
た
。

こ
の
愛
国
歌
は
「
三
千
団

部
」
「
ハ
ン
ベ
様
」
な
ど
の

単
語
と
金
承
学
氏
の
独
立
運

動
経
歴
か
ら
、
満
州
な
ど
で

活
動
し
た
大

教
系
列
の
独

立
軍
が
歌
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
「
三
千
団
部
」
は

壇
君
子
孫
の
集
ま
り
、
「
ハ

ン
ベ
様
」
は
壇
君
を
高
め
て

言
う
大

教
の
用
語
だ
。

壇
国
大
史
学
科
の
ハ
ン
・

シ
ジ
ュ
ン
教
授
は
「
日
帝
強

占
領
期
の
独
立
運
動
家
が
国

内
外
に
散
ら
ば
っ
て
、
独
立

運
動
を
展
開
し
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
愛
国
歌
が
生
ま
れ

た
。
今
回
ま
た
隠
れ
た
愛
国

歌
が
発
見
さ
れ
た
」
と
説
明

し
た
。

韓
国
時
代
劇
の
魅
力
を
紹

介
し
な
が
ら
、
そ
の
背
景
の

歴
史
を
解
説
し
た
『
韓
国
ド

ラ
マ
で
学
ぶ
韓
国
の
歴
史
２

０
１
７
年
版
』
（
キ
ネ
マ
旬

報
ム
ッ
ク
）
が
、
キ
ネ
マ
旬

報
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

巻
頭
特
集
で
は
、
３０
歳
を

迎
え
た
チ
ャ
ン
・
グ
ン
ソ
ク

主
演
「
テ
バ
ク
」
の
見
ど
こ

ろ
を
徹
底
分
析
。
子
役
出
身

の
チ
ャ
ン
・
グ
ン
ソ
ク
と「
太

陽
を
抱
く
月
」
の
ヨ
・
ジ
ン

グ
の
共
演
で
も
話
題
に
な
っ

て
い
る
。

「
ヒ
ロ
イ
ン
時
代
劇
に
夢

中
！
」
で
は
、「
イ
ニ
ョ
プ
の

道
」「
華
政
」の
２
本
を
紹
介

し
て
い
る
。
主
演
女
優
チ
ョ

ン
・
ユ
ミ
、
イ
・
ヨ
ニ
の
魅

力
に
迫
る
。

同
書
は
人
気
の
新
作
時
代

劇
が
集
中
す
る
高
麗
時
代
か

ら
朝
鮮
朝
時
代
の
歴
史
と
ド

ラ
マ
を
重
点
的
に
取
り
上
げ

て
い
る
。
朝
鮮
王
朝
２７
人
の

王
の
人
生
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
た
コ
ラ
ム
を
は
じ
め
、

歴
史
の
理
解
に
役
立
つ
年

表
、地
図
も
充
実
し
て
い
る
。

ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
だ
け
で
は
な

く
、
韓
国
の
歴
史
を
勉
強
し

た
い
方
に
も
お
薦
め
だ
。

定
価
１
５
０
０
円
＋
税
。

問
い
合
わ
せ
は
キ
ネ
マ
旬
報

社
（
０
３
・
６
２
６
８
・
９

７
０
１
）。

韓
国
時
代
劇
の
魅
力
ふ
ん
だ
ん
に

「アレルギー」でグランプリを
獲得したヒョン・スルウ監督

◆国学院大学企画展「武
蔵国高麗郡建郡１３００年

『日本に根付いた渡来人
高麗郡と高麗神社』」

９月３日～１０月１０日。
国学院大学博物館企画展
示室（東京・渋谷区）。１０～
１８時。会期中開館。無料。

高麗王若光を祀る高麗
神社の社宝なども交え
て、高麗郡の成り立ちと、
高麗神社の歴史を振り返
りつつ、日本に渡来した
高句麗の末裔たちの足跡
をたどる。

同展の見どころは「高
句麗の歴史と文化」「古代
高句麗人の郷―武蔵国高
麗郡」ほか。

展示は楽浪出土瓦（高
句麗・５世紀、同館蔵）、
二反田遺跡・道光林遺跡
出土資料（８世紀、日高
市教育委員会）、聖護院
門跡御教書（１８３９年、高
麗神社蔵）など。

問い合わせは同館（０３
・５４６６・０３５９）、公式サイ
ト（http : //museum.koku
gakuin.ac.jp/）。

◆花咲翁と半島と島の友
好に捧げる「韓紙とムク
ゲの輪展」

９月２２日まで。ムクゲ
自然公園内「森の美術館」
（埼玉・秩父郡）。９時３０分
～１６時３０分開園。９月５
日、１２日、２０日休園。入
園料一人５００円（中学生
以上）。

探検植物作家の二名良
日さんと、紙師の坂本直
昭さんの２人展。二名さ
んはムクゲを用いたリー
ス、坂本さんはアイルラ
ンド、台湾、北海道で染
めた韓紙を展示する。

問い合わせはムクゲ自
然公園（０４９４・６２・１６８８）。

◆渡来文化ネットワーク
・サミットｉｎ東京「東ア
ジアの国際交流―古代か
ら未来へ―」２０１６年度高
麗郡建郡１３００年記念事業

９月３日。国学院大学
学術メディアセンター１
階常磐松ホール（東京・渋
谷区）。１０～１６時。定員１５０
人（先着順）。申込みは一
般社団法人高麗１３００また

は国学院大学のホームペ
ージのイベント一覧ペー
ジから。定員で締切。

記念講演１「渡来人」
と日韓関係の未来／山崎
雅稔国学院大学文学部教
授。講演２「渡来人」と
「日本人」／田中史生関
東学院大学経済学部教
授。

問い合わせは同高麗
１３００事務局（０４２・９７８・
７４３２）。

◆福岡インディペンデン
ト映画祭２０１６

２５～９月４日。福岡ア
ジア美術館８階あじびホ
ール・交流ギャラリー
（博多区）。チケット１
日券１０００円、フリーパス
３０００円。高校生以下無料、
大学生・専門学校生半額。
上映スケジュール他は映
画祭公式ＨＰ（http : //w
ww.fidff.com）。

国内外の招待作品を含
め１９３本の映像作品を紹
介。

今年のコンペティショ
ンは、韓国のヒョン・ス

ルウ監督「アレルギー」
がグランプリを受賞。２７
日に授賞式と作品が上映
される。

韓国作品は、釜山独立
映画祭より招待された、
キム・スジ監督「アイム
・ゴーイング ・ ホーム」、
チェ・ジョンムン監督「シ
ンタンジン（新灘津）」、
イ・チェリン監督「ユン
イル」、キム・ナヨン監
督「ランニング・フォト
ズ」、パク・チョンヒョ
ン監督「何かが消えた」、
パク・スミン監督「夕食」
の６作品を上映。

韓国招待ゲスト監督と
今年度招待作品を掘り下
げるカフェートークなど
も行われる。

問い合わせは同映画祭
事務局（０９２・７４１・４５０５）。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

『
韓
国
ド
ラ
マ
で
学
ぶ
韓

国
の
歴
史
２
０
１
７
年
版
』

を
読
者
３
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
〒
１
０
６
―
８
５

８
５

東
京
都
港
区
南
麻
布

１
―
７
―
３２

民
団
新
聞
社

「
キ
ネ
マ
旬
報
新
刊
」
係
。

９
月
７
日
必
着
。
当
選
者
に

郵
送
。

市
井
の
朝
鮮
語
教
育
４６
年

ササ
ララ
ムム
賛賛
歌歌

仁仁
川川
発発

戸戸
田田
郁郁
子子

１３

「現代語学塾」支える

佐藤 久さん

隠
れ
た「
愛
国
歌
」を
発
見

大

教
独
立
軍
が
歌
っ
た
？

新刊紹介

（６）２０１６年８月２４日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８４７号
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